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平成元年度全園地学教育研究大会

日本地学教育学会第43回全国大会

開催

名古尾大会

案内

上記の大会の開催について，次の要項が内定しましたので，ご案内いたします。

日本地学教育学会会長 平山勝美

全国大会実行委員長 木村一朗

大会テーマ 「地学を身近なものに」

期日平成元年8月21日（月〉～24日（木〉

会場名古屋市教育館〈名古屋市中区錦三丁目16)

日 程第1日 受付，開会式，記念講演，総会，研究発表（小・中・高分科会〉，懇親会

第2日 研究発表（小・中・高分科会〉，全体会，閉会式

第3～4日 見学・巡検会

Aコース 東三河地方の地質， 1泊2日

見学地，内容：中央構造線，領家三波川帯，設楽第三系，鳳来寺

山自然科学博物館，豊橋市自然史博物館
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セジター，等

解散：名古屋駅 16: 00 

Cコース 知多半島，日帰り

見学地，内容：中新統踊崎層群の地層見学と化石採集

解散：名古屋駅 16: 00 

※ 人数・費用・申し込み方法等，詳細については次回にご案内します。

※ 各コースとも，都合によって見学地を変更することがあります。

研究発表

研究発表は質疑応答を含めてー題15分です。

申し込み用紙に必要な事項をご記入の上， 4月15日（土）までに下記実行委員会あてお申

込み下さい（当日消印有効〉。申込み用紙は本誌前号にあります。

干448愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1 愛知教育大学地学教室内

日本地学教育学会第43回全国大会実行委員会

管 0566-36-3111 内線（592）木村，内線（590）仲井，内線（588）遠西

宿泊申込 学会開催時期に，名古屋および名古屋周辺では「デザイン博」など数々のイベント
が

予定されております。早めにご予約されることをお勧めいたします。下記へ直接ご連

絡下さい。日本地学教育学会全国大会参加者で、あることを伝えて下さい。

近畿日本ツーリスト名古屋ユーストラベル支店

担当者加藤 淳 T E L 052-962-6981 
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プラネタリウム製作の指導

中山勝博＊

1. はじめに

天文部は，高等学校のクラブ活動として一般によくあ

る。しかし高等学校での日’市の活動は昼間に限定され

ているため，その活動は必ずしも活発でなL、。本校の天

文部においても同じことがし、え，天文部が生徒l’ことって

授業後のおしあべり社交場と化すことはしばしばであ

る。

さらに本校の天文部に入部してくる生徒について，生

徒本人から入部の動機について聞くと「ただ，なんとな

く。」という答えがほとんどで， 「中学時代から天文に

興味があったから入部した。」と答える生徒はごくわず

かである。そこで，①天文部の日常的活動を充実したも

のにするため，②天文に関する知識の少ない部員に基礎

的な知識を教えるため，この 2つを目的としてプラネタ

リウム製作の指導を行った。

本校にはすでに80年に当時の天文部員が製作した 1等

星～4等星までを投影できるピンホール式プラネタリウ

ムがある（写真 1）。これは極軸を35°に固定しであり，

本校の位置する名古屋市付近の夜空を投影できるように

写真1 旧型プラネタリウム

＊名古屋市立富田高等学校 19倒年2月17日受付 10月1日受理

しである。しかし，極軸を固定したため天の南極付近は

全く投影できなL、。そこで今回は，極軸の角度を自由に

設定し地球上のどの地点をとっても，そこからの夜空を

楽しめるようなピンホール式プラネタリウムの製作を指

導した。

生徒に製作させる点，費用の点からみれば高校で、製作

できるプラネタリウムはピンホール式が妥当で、あると考

えられる。ピンホール式の小型のものは池田ほかく1987)

が「簡易ミニプラネタリウム」として扱っている。今回

筆者は天文部全員の部員で1つの大きなものを製作する

よろこび，完成後の授業への応用も考え，本校地学教室

に入る最大の大きさで設計した。

今回指導したプラネタリウムは，赤緯方向すなわち極

軸の角度設定は手動，赤経方向はモーター駆動とした。

ピンホールは1等星～5等星を対象とした。費用は本体

・ドーム等一式で約1万円となった。今回の製作ではド

ームのパイプと布は廃品を利用したが，もしこの2つを

購入するともう 1万円の費用を要する。

以下に製作方法を示すとともに，どの程度目的が達成

で、きたかを考察し，最後に完成したプラネタリウムが天

文教材として授業へどのように応用で・きるかについ

て考察する。

2. 製作方法

製作を指導したプラネタリウムは，その付属品を

含めると，プラネタリウム本体部，コンソールボッ

グス， ドーム，方位指示板，朝焼け夕焼け投影機，

ポインターの 6点である。各々について部品・製作

手順・留意点を示す。

(1）プラネタリウム本体部（写真2，第1図）

部品 部品は第 1表に示した。表に示した部品の他

に，製作に際しては，塗料・ドリル・木づち・細い

テープが必要である。また，実験用スタンドと試験

管グリップがあると便利である。

製作手Ill貢①アルミボール2個について木づちで打

ち出し半球形にする。

② 打ち出したアルミボールを黒色に塗装し，乾燥

後黒いテープを赤経・赤緯20° の割合で貼る。そし

て，その上に青色に塗装し，乾燥後テープをはが

す。これは③で述べる恒星の座標プロット時の目安
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写真2 プラネタリウム本体部

とするための作業である。打ち出していないアルミボー

ルについては直接青色で塗装する。

③ 赤経・赤緯のマークをつけたボールについて， 1個

は北半球用もう 1個は南半球用として 1～5等星までの

星の位置をプロットする。各等級ごとに太さを変え， ド

リルでボールに穴をあげる。

④ 1木のアルミパイプは極軸用とし，アルミボールa

〈以下アルファベット記号；土，第 1表，第1図に対応す

る〉，パイプ受けc，パイプ末端受けd，大型ワッシャ

-eを付ける。もう 1木のノ之イプは赤緯用とし，パイプ

受けc，ノ之イプ末端受けdを付ける。 2本を十字型に

し，同じく十字型にした木片に取り付ける。極軸用のパ

イプについては，大型ワッシャ－ eのみパイプに固定す

る。パイフ。末端受けdについては，アルミボールaとは

固定するものの，極軸用のノミイプとはねじで仮止めをす

るにとどめる。赤緯用のノミイフ。については，パイプ受け

Cはパイフ。に固定するが，パイフ。受けdは固定しなし、。

〔地学教育

第 l表 プラネタリウム本体部部品表

a～nは第1図に対応

プラネタリウム本体部部品表 （×：個数〉

. a アルミポール（直径zzcm) ×4 

・b アルミパイプ（直径13mm，長さ30cm) ×2 

• c パイプ受け（♀型〉 ×4 

• d パイプ末端受け ×4 

• e 大型ワッシャー（外径31mm，厚さ 3mm）× 3

• f 変速ギア ×1 

• g モーター ×1 

• h ねじきり棒（直径6mm，長さ35cm) ×1 

・1 ちょうねじ（内径6mm) ×2 

角材

• k 木ねじ

はんだ吸い取り線

・m ばね ×2 

• n 分度器 ×1 

プラスチック板

コード

マイコン用プラグ（8 P) ×1 

プラネタリウム用電球 CEX電球〉 ×2 

電球用ソケット ×2 

⑤ 極軸用パイプの両端はボールの中となるが，その先

にプラネタリウム用電球（以下EX電球とする〉を取り

付ける。コードはパイプの中を通す。コードの先の処理

については，留意点で述べる。

⑤ モーター gとギア fを木片に取り付け，その駆動が

大型ワッシャーに伝達できるようにする。さらに木片に

分度器nを取り付ける。

⑦ 以上を台座に取り付ける。取り付けは赤緯用パイプ

の先端に取り付けたパイプ末端受けdを固定して行う。

さらに台座の角材から赤緯用パイプの中を通しでもう一

方の角材を抜けるまで直径6mmのねじ切り棒 hを入

れ，両側にちょうねじ iを付ける。これによって，ちょ

うねじによって本体を台座に絞めつけるようにして固定

できる。

留意点 ・アルミボールに赤緯をマークする場合，あら

かじめボールに数か所赤維をマークしておき，後は実験

用スタンドにマジックを固定しアルミボールを回転させ

るようにして引くとよい。また，塗装の段階で使用する

細L、テープは感光基盤用の黒色テープを用いるとよL、。

使用したアルミボールは家庭調理用に市販されているも

のである。

・等級別にドリルで穴をあけるが，今回はそのサイズを
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第1図 プラネタリウム本体部 A ：上面図， B：側面図，図中a～nは第1表に対応
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1等星以 l二2mm, 2等足 1.5 mm, 3 ~q;星 lmm, 4 

等星0.8mm, 5等旦 0.5mmとした。 ドリルで穴をあ

けると，穴の哀側に細かな削りくず，いわゆるパリがで

る。これをサンドベーバーでこするときれいな丸い穴と

はならない。裏面から少し太めのドリルの刃先を手で凹

しながら取り除くときれし、に仕上がる。

・アルミボールの接合に｜際しては，一方のりム部に細長

いゴムを貼り，それを丙面から押さえるようにしてねじ

止めする。これによって接合部からの光もれを防ぐ。

・このプラネタリウムでは，南天と北天を別々に作成し

投影する。そのため投影するドームの大きさによって天

の赤道を一致させる微調整が必要となる。これは次の 2

通りの方法を用いる〈第2図〉。①アルミパイプの先端

にあるソケットはパイプに回定せず，コードで軽く中心

にヲ11,、た状態にしてある。そのため，パイプの先端に同

径のワッシヤーをかませ lcmは電球を引き出すことが

できる。小さなドームに投影する場合は，電球を少し引

き出せばよい。②アルミボールはアルミパイプにねじ止

めしてある。また，パイフ。には lcm間隔でねじ穴が切

ってある。すなわちアルミボール自体を極軸に沿って移

動させることができる。小さなドームに投影する場合は

アルミボールをアルミパイプに深く入れればよい。製作

したプラネタリウムは，後述のように直径4mのドーム

に投影できるように調節しであるが，＠→①の順で調節

すれば広範囲な大きさのドームに対応できる。

恒星をより正確な位置に投影するには， EX電球をア

ルミボールの中心からどれだけずらすかという点とドー

ムの大きさとからアルミボールの赤緯間隔を計算する必

要がある。しかし，今回の製作では簡便的に赤緯間隔は

ムムP

〔地学教育

写真3 極軸用パイプの電気接点

等間1;Mとした。

・投影したL、地点の緯度については，木片の端に分度~ii

と重力方向を示すプラスチック板を付けることによって

設定できるようにする。

・外部からの電源は，はんだ扱い取り用に使われる金属

ヒゲ lの部分に接合させる。金属ヒゲはばねmによって

引っ張る。極軸f日アルミバイプの l付近に接合用の金属

箔をリング状に巻き，そこからアルミボール内の電球へ

電気を流す。これによって極軸用パイプがどのように回

転しでもコードがねじれることのないようにする（写

真 3）。

・駆動を伝えるギアはタミヤ製の 3段変則ギアを

110. 4: 1の割合：こして用L、た。低速度・高トルグと

なるためモーターは模型用のモーターで十分である。

ワッシヤーに十分な駆動を伝えるためギアの先にゴム

管を用いたが，できればこの部分にもギアを用いた方

がよいかもしれない（写真4）。

・本体部へは電球とモーターの 2系統に電気を流すこ

とになる。今回製作した本休部へは8系統のピンジャ

② ックで電気を流した。 4系統は全く使用していない状
態である。これは将来的に赤緯方向に電動駆動できる

ようにと考えたためで，現時点では特に8系統必要と

するわけで、はない。

・アルミボール内の 2個の電球は並列回路とした。こ

第2図 南天・北天の微調整方法①，②については本文参照れは，電球が 1個切れた場合，どちらが切れたかをわ
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写真4 駆動伝達部

かりやすくするためで‘ある。

(2）コンソールポ.. ，クス（第3図〉

部品部品は第2表に示した。表に示した部品の他に製

作に際しては，はんだ・はんだごてが必要である。イン

スタントレタリングや透明シールがあるときれいに仕上

げることができる。

製作手順第3図に示した実態配線図に従

って配線すればよい。特にこれといって手

II買はない。

留意点 ・配線図からわかるように電源は

E X電球用（以下EX系〉とその他（方位

指示板・赤緯モーター・朝焼け・夕焼け投

影機〉用（以下Au X系〉との 2系統を用
いた。 Au X系はすべて並列で配線した
が，すべてを独立させてもかまわない。そ

れぞれ光量のバランスを考え，入力する電

圧・電流を決定すればよい。ただし，この

電圧・電流を決定する場合，紙面上での計

算決定はさけた方がよい。 tよ＝触jえ抗が予想
以 l::iこ大きく働いてしまうので，最終的決

第2表 コンソーノレボックス部品表

コンソーノレボックス部品表 〈×：個数〉

• 10.Q可変ボリューム

• 20Q可変ボリューム

．スイッチ

3 P ON-OFF-ON 

3 ( 2 ) P OF -OFF 

6 P ON-OFF-ON 

×1 

×1 

ー
ム
っ
“
市
ム

×

×

×

 

・マイコン用ピンジヤヅグ（ 8 P) ×1 

・電源用ジャック ×5 

・アルミケース ×1 

．コード

定は実際に回路に＇741気を流しながら考えるとよい。ちな
みに本機においては， Au X系として 1.5V単2電池6
本を 3本ずつ並列し EX系には 6V2Aの電気を流す

ことにし7ニ。

・ボックスの上部分はインスタントレタリングを用いて

イ士J： ~fるとよし、。ただし，インスタントレタリングをf吏

用した場合は，傷つきやすいので上面から透明シール

（ブックコートあるいはフィルムルックス〉を員古るとよ

L、。

(3）ドーム（写真5)

部品 13mm塩ピ、パイプ， 13mm塩ピパイプ用T字型コ

ネクター×16, 同十字型コネクター×32, 木材， 金属

板，木ねじ，白い布

製作手JI慎①トッププレートを作成する（写真6）。木

片に金属板でパイプの止め具を16個取り付け， ドームの

］頁部で16本のパイプがまとめられるようにする。

②縦パイプと底辺パイプはできるだけ1本にする。市販

写真5 ドーム
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写真6 ドームのトッププレート

のパイプでは長いものがないのでI型コネクターを用い

てつなぐ。コネクターは（後述するT・十字型コネクタ

ーも同様）ねじ止めする。これはパイプを無理に曲げる

ため，安全上しっかりと止める必要がある。もし，プラ

ネタリウム上映中に何らかの原因でコネクターから〈イ

プがはずれると大変に危険である。

⑤縦パイプに＋字型コネクターを 1本につき 2個はめ込

む。底辺パイプにはT字型コネクターを16個はめる。縦

パイプを底辺パイプに差し込み，＋字型コネクターを使

って 2段目， 3段目を差し込む。コネグターはすべてね

じ止めする。

④かご状に組んだノミイプの内側に白い111をかや状につる

す。そのため，半径2mの半球状の布を作成し，その表

面に沢山のリボンを付ける。リボンをパイプにくくりつ

ける形にする。

第4図方位指示板

第3表方位指示板部品表

・豆電球 (4個〉

－白色プラスチック板

．緑色プラスチッグ板

．黒色紙

・ダンボール紙

－電球用ソケット (4個〉

留意点 ・トッププレートの哀面には発泡スチロール絞 ・コード

を取り付けておくとよい。これはドームを立てたときに 一一一一
部屋の天井を傷っけないようにするためである。 込む0

・今回の製作では，半径2mのドームを作成した。これ ②ボール紙を扇平な四角すい状にし，その上面にダンボ

は現在使用している木校地学教室の物理的大きさから算 ーノレを組み合わせソケットが入るようにする（第4図参

定した最大の大きさである。物理的に余裕があるならば 照〉。四角すいの底面に①のプラスチック板をセットす

同じ構造で半径3m程度は製作可能である。 る0

・組み立て・分解を容易にするために各コネクター・ハ ③411固の指示板を並列に配線する。

イプには，それぞれの花合部に番号などでマーキングを 留意点 ・電球は常に切れる恐れがある。そのため第4

しておくとよい。 図のように電球を取り出しやすいようにした。また， 1 

(4）方位指示板（第4図〉 個の電球が切れた場合，どれが切れているかをわかりや

部品第3去に示したの製「J'Iこl'.i;iしてはプラスチッグカ すくするために回路は並列とした。

ターがあるとよい。 (5）朝焼け・夕焼け投影機（第5図〉

製作手Jll真 CD－辺がlOcmの正方形の出色紙を 4枚つく 部品部品は第4表に示した。製作する際にはサインベ

り，それぞれ京国1H~ヒと切り抜く。それを｜己l じ大きさの ンが必要である。

緑色のプラスチック板とじi色のプラスチック収とで扶み 製作手順透明なプラスチック板に中心ほど切るく，周
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A 

限努誤認：：：：：：

5cm 

B 

第5図朝焼け・夕焼け投影機

A：上面図， B：側面図

りにH白い色を半同心円状に描く。これを半円状のボック

スにして中に豆電球を入れL字型ステーに固定する。

留意点 ・プラスチック板に着色する場合，夕焼け投影

機には赤系統を多く使い，朝焼け投影機には赤系統を少

なくし，青系統を少し増やすとよL、。

(6）ポインター

ポインターとはプラネタリウム上映中に説明すべき星

の位置を示す矢印型の懐中電灯のことである。

部品懐中電灯，フィルムキャップ，黒色紙，顕微鏡用

接眼レンズ

〔地 F呈長
寸ー 教育

第4表 朝焼け・夕焼け投影機部品表

朝焼け夕焼け投影機部晶表

－豆電球 (2個〉

・電球用ソケット (2個〕

•L字型アルミステー

－透明プラスチック板

・ピンプラグ c 1個〉
．木材

・木ねじ

・コード

製作手順懐中電灯の中部（電池を挿入するのとは反対

恨のを取りはずしその先にフィルムケース，ケースの

先に矢印型に切り抜いた黒色紙，そして接限レンズを取

り付けガムテープで同定するp

留意点 ・プラネタリウムから投影される星の光量と矢

印の光量とのノ二ランスを考えなければならない。一般に

矢印の方が明るくなりやすいので，切り抜いた紙に色セ

ロファンを貼り付けるなどするとよい。

・接限レンズは，スクリーンに投影された矢印があまり

大きくなりすぎないようにするためで、ある。

3. 使用方法

(1）セ.. ，ティンゲ

①極軸用アルミパイプと赤緯軸の交点がドームの中心に

なるように本体を設置し，その東側に朝焼け投影機を西

側に夕焼け投影機を設置する。

②ドームの東西南北の位i互に，それぞれに該当する方位

指示板を取り付ける。

③コンソールボックスと各機器とを接続する。コンソー

ルボックスの背面（第3図参照〉に端子がついているの

で，朝焼け投影機・夕焼け投影機・方位指示板・本体

コードをそれぞれ「mor.G」，「eve.G」，「azim.」，

「BODY」の端子に接続する。電源は6V2Aの電源を

E X系に，単 2電池6本（3本直列にした2組， 4.5V J 

の電池ボックスをAu X系に接続する。

(2）操作方法

本体に取り付けた分j支桔をもとに観望したL、地点の緯

度を設定する。ドーム上の星の位置は懐中電灯と同様に

ポインターをONにして示す。その他はコンソールボッ

クスを使って制御で、きる（第3図参照〉。「AZIMUTH」

スイッチは，方位指示板の点灯・消灯を行う。「AS-

CENSION」は「＋」にすれば赤経が増加し， 「一」に

すればそれが減少する。 「STARS_!はプラネタリウム
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内のEX電球の制御をする。 ON/OF Fで点灯・消灯 会では望遠鏡の赤道儀について全く知らなかった生徒も

を行い， ONの状態でツマミを右に回せば明るくなる。 秋の観望会の日、？には，少なくとも赤道儀が何のためのも

「GLOW」は朝焼げ・夕焼け投影機を制御する。「mor.」 のなのかを知り，約半数の生徒は極軸を自分で合わせる

にすれば朝焼け投影機， 「eve.」にすれば夕焼け投影機 ことができるようになった。各恒星や星座の位置につい

に接続する。ツマミを右に同せば明るくなる。投影機を ては特にアムミボールに座標付けした生徒を中心に知識

使用しないときは「GLOW」の上のスイッチを中立に が深まった。天の赤道がどのあたりを通るかとか，恒星

すればよい。 の日周運動についてもほとんどの生徒が理解できるよう

4. 考

(1）クラブ活動の活性化

察

プラネタリウムの製作は，主に業後のクラブ活動の時

間に行われた。それまで業後の活動といえば黒点観察し

か行われなかった状況にくらべ，プラネタリウムの製作

はその作業量が多いこともあり，業後の活動はかなり活

性化した。ただし，作業を年開通して平均的に行うこと

はできなかった。具体的には1987年の9月の学校祭前と

1988年 1月に行われた市立科学館の科学工作コンクール

の出品前に集中した。生徒にとっても指導する顧問にと

っても何らかの目標を設定した方が活動しやすい。無理

に作業を平均化しようとするのではなく，研究会での発

表，新入生歓迎上映会など，活動の目標となるものを年

間とおしていくつか設定し指導するのがよいと考えられ

る。

指導する顧問は，作業をなるべく多くの生徒に分配す

るように注意しなければならない。筆者の場合，学校祭

前などは工作に精通した部員にかなりの作業を集中させ

てしまった。これは顧問が多くの注意を与えなくとも，

そういった生徒は作業に取り組めるからである。しかし

これは顧問の怠慢であったと反省している。顧問は製作

者ではないので，直接作業に手を下す必要はないが，し

っかり各生徒の技量を確かめ，適した作業を分配で、きる

よう注意する必要があろう。

(2）部員に対する天文に関する基礎的知識の普及

プラネタリウム製作において筆者は2つの方法で天文

の知識の許及ができると考えた。 1つは直接製作に関わ

る生徒が，その製作過程で必然、的に赤経・赤緯などの概

念た身に付けると考えた。今1つは完成したプラネタリ

ウムを見ることによって基礎的知識を得ることができる

と考えた。後者についてはプラネタリウムが1988年 1月

に完成したばかりなので来午度になって新入生が入部し

てこなければ，その効果をはかることはできなL、。前者

については一応の成果をあげることができた。天文部で

は夏の合宿の他に伝と秋に旦野観望を行っているが，

1987年9月にプラネタリウムがほぼ完成したこともあ

り，秋の観望会では部員の!li)Jきがよくなった。春の観望

になった。

生徒の様子をみてみると，このような知識の深まりは

プラネタリウムを使って説明を行うことにより一層深ま

るようである。学校祭では，まだ未完成ではあったがプ

ラネタリウムを使って，部員が一般生徒や先生方に「星

のお話」をした。説明するためには当然、プラネタリウム

を自由に扱える必要がある。このとき部員は赤経・赤緯

・日周運動・天の赤道などについて理解を深める。ま

た，各星座の形や位置も数多く覚えるのである。新年度

になれば，新入部員歓迎の上映会を行うわけであるが，

ここで新入部員に天文に関して色々なことを知ってもら

うことができるとともに2・3年生の説明者自身もより

一層理解を深めるものと期待される。

(3）授業への応用

本校では1年時に理科Iの地学分野として「地球の運

動によって起こる周期的運動」や「天球上での天体の位

置」を学習する。必ずしも中学までの学習を十分にはし

ていない本校の生徒にとって，この内容はかなり難しい

といえる。筆者は理解の障害に3次元の広がりを 2次元

の黒板やノートで理解しようとするところにあると考え

る。筆者はこれらの単元を扱うとき，必ず地球儀・天球

儀を教室へ持って行き指導する。それでも十分な指導は

できない。その点プラネタリウムは星の日周運動や地平

座標や赤道座標を指導するのに適した教材で、あるといえ

る。庄の日周運動は，プラネタリウムを赤経方向に動か

し，東西南北でどのように見えるかとか，北極・赤道上

においてどのように見えるかなどは，すぐに示すことが

できる。また，地平座標で恒星の座標値が変化している

ことなどは，黒板を使って教えるよりプラネタリウムを

使った方がはるかに教えやすいし生徒にとっても理解

しやすいと考えられる。

ただし製作のところで、述べたように現在のドームは

直径4mでせいぜし、十数人しかドームの中に入れないこ

とが難点である。 1クラスで平均47人の生徒が在籍して

いるので3回にわけでと映する必要がある。現在これを

解決するブJi.去を検討中である。
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5. おわりに
た。その結果，本校（富田高校〉は学校賞を受賞するこ

とができた。また，天文部自身も数々の'.ft・を受賞した。

今回完成したプラネタリウムは，まだ完成したばかり

でクラブ活動においても授業においてもほとんど使用し 文 献

ていない。プラネタリウムを使った学習略案の例は既に 池田俊夫・荒木英治・山下正弘・吉永一郎， 1987：天文

浦野（1986）に小中学生を対象にしたものがあるが，高 教材の開発と新しい指導法の研究 (II)一「簡易ミニ

校での扱い方については十分な検討はなされていなL、。 プラネタリウムの製作と個別投影学習」の実践から：

1988年度は，この活用方法について検討してみたい。 地学教育， 40巻， 6号， 157～166。

また，プラネタリウム白体のシステムアップも実現し 浦野総一， 1986：星の動きの理解度の調査一プラネタリ

たい。具体的には，①赤緯方向を電動駆動すること，② ウムとの関連－：地学教育， 39巻， 6号， 203～208。

太陽・月・惑星・流星・天の川の各投影機を付けるなど 力武常次・後藤憲一・小林正光・佐藤七郎・関口晃一・

を検討している。 野村裕次郎， 1986：三訂版高等学校理科I：数研出

尚，天文部は1988年 1月の市立科学館の科学工作コン 版。

クールにプラネタリウムをはじめ数点の作品を出展し

中山勝博：プラネタリウム製作の指導地学教育 42巻， 2号， 27～36,1989. 

Cキーワード〕 プラネタリウム，天文部， ドーム

じ要旨〕 天文部のクラブ活動として南天・北天ともに投影でけるプラネタリウムの製作を指導した
。製作した

ものは，プラネタリウム木体部，コンソールボックス， ドーム，方位指示板，朝焼け・夕焼け
投影機，ポイン

ターである。

この指導で天文部の日常の業後の活動が活性化するとともに，天文部員の天文に関する知識を
深めることが

できた。

Katsuhiro NAKAYAMA: Teaching of Manufacturing a planetarium ; Educat. Earth Sci., 
42 ( 2 ), 

27～36, 1989. 
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地層観察とその指導における新しい視点

富永良三＊

はじめに

1970年代後半以降のコノドントや放散虫などの徴化石

層序学の急速な進歩に件い， KOBAYASHI(1941)以来“秩

父系”と呼ばれる古生界とされてきた地層群の多くが，

中生界特にジュラ紀の地層群を主体とするものであるこ

とが明らかにされ（例えば，八尾ら， 1971;MIZUTANI et 

al., 1981；磯崎， 1981；須鎗ら， 1982），そのことが高

等学校用の地学教科書＊1にもふれられ始めてきている。

しかし化石によって古生代とされていた地層の年代が，

なぜ中生代と考えられるようになってきたのか，その背

景としてのオリストストローム（olistostrome）やメラ

ンジ＊z(melange）といった， 異地性外来岩塊を含む

“混在岩相”の認識にまで踏み込んで解説されてはいな

いように思われる。

確かに我が国のいわゆる中古生代地向斜堆積物を主体

とする地域には，このような混在岩相を示す地層が普遍

的に分布し，野外実習で地層の露頭を観察させる際に

も，教科書的な連続性の良い地層を探すことは困難であ

ることが多L、。しかし自然がそうであるなら，地層観察

を指導する際の新しい考え方として， L、かに教科書的な

地層を見せるかではなく，観察したものをし、かに“地層”

として理解させるかが問題とされるべきであろう。

徴化石層序学の進歩と“混在岩相”の認識による地内

斜堆積物の年代論の変遷は，我が国の地質学界における

現時点で最もホットな話題の 1つで、あるが，初等・中等

教育の段階ではふれずにすませても良いというものでは

ない。初等・中等教育の内容であっても，指導する側の

態度として’学問の先端から極端に取り残されてよいこと

にはならないはずである。すなわち，小学校・中学校そ

して高等学校と，それぞれの発注の段階に合わせた内容

とすることは当然であるが，地層観察の際には，こうし

た“混在岩相”を念頭におし、た，新しい考え方での観告

を指導できるよう心掛けなければならないだろう。我々

本 広烏大学理学部地質学鉱物学教室 1988年8月30日受付
11月14日受理

*l. 例えば数研出版「改訂版高等学校地学」。
*2. 読み方は「文部省学術用語集地学編」（日本学術振興会）
iこ従った。

自然科学を学ぶ者，また指導する者は，自然から情報を

読み取る態度を常に持ち続けていたい。

本小論では上記のような観点から，四国の秩父累帝に

おける筆者の研究資料をもとに， “混在岩相”特にオリ

ストストロームに関して，地質図，露頭，標本～薄片の

各オーダーでいくつかの例を挙げ，その特徴と観察の際

の留意点を述べる。

謝辞 この小論をまとめるに当たり，徳島大学総合

科学部理科教育教室塩田次男助教授には粗稿を校閲して

頂き，また多くの御助言を賜った。ここに記して深謝の

意を表する。

オリストストローム・オリストリス・メランジ

オリストストロームという名称は FLORES(1955）に

よって最初に提唱されたもので，彼はオリストストロー

ムを次のような点で定義し，また“オリストストローム

の充結物中に包有された個々の岩塊”に対してオリスト

リスの名称を与えた。

オリストストロームt主

1. 正常な地層中に挟在する堆積物である。

2. 地質図に表し得るほど十分に連続性がある。

3. 半固結状態で集積し，多かれ少なかれ密接に混在

する岩相・岩質上雑多な物質で特徴づけられる。

4. もともと成層していた岩塊を除いて，真の層理面

を示さない。

5. 基質または充結物は泥質優勢な不均質な物質で・代

表され，内部にはより固結した岩石が散在している。

6. 基質中に含まれる回結岩の大きさは小礁から数

km3にわたる。

7. 包有された岩塊と充結物との量比は一定でない。

8. 粗岩塊が乱雑に配列したものから混濁流による級

化層にわたるような，いくつかのタイプの集積過程

が認められる。

しかし，オリストストロームについての上記の定義に

対して，いくつかの間題点も指摘されており，これにし

ばられる必要もない。オリストリスについても，必ずし

も基質（充結物〉中に盆宣される必要はなく，局部的に

はオリストストローム層本体からはみだした状態で、堆積

したものであっても，滑動による定置を示唆する要素が
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第1図様々な岩質と大きさの

オリストリスが見られる，泥質

および砂質基質のオリストスト

ローム分布地域の地質図〈徳島

県木沢村沢谷地域， TOMINAG A 

: 1988印刷中に：一部加筆〉。

1：砂岩および砂岩優勢砂岩

泥岩互層，

2：含際砂岩，

3：泥岩および泥岩優勢砂岩

泥岩互層，

4-6：含際泥岩

4：剣山ナップ，

5：東浦ナップ，

6：沢谷ナップ，

7：緑色岩類，

8：チャート，

9：チャート・ドロマイト互

層，

10：石灰岩，

11：超苦鉄質岩類，

12：結晶片岩，

13：衝上断層，

14：高角断層。

H ：東浦， KN:Jll成， N'.

名古ノ瀬， SK：坂州、！， Sw: 

沢谷， RF：藤ヶ内谷川， Rs 
K：坂州木頭川。



40ー(14)

あるならばこれもオリストリスとみなすことができる

くABBATEet al., 1970）。最近ではオリストストローム

の名称を海成の地滑り堆積物の総称として用いられるの

が一般である。

メランジは GREENLY(1919) によって提唱され，

Hsu (1968）によって次のように再定義された：

“普遍的に勇断された細粒一一般的には泥質一基質中

に，径数マイルまでの様々な大きさの岩塊が含まれるこ

とで特徴づけられる，変形した岩石の，地質図に表示可

能な岩体で，岩塊としてはメランジ本体と同源のものと

外来岩を含む”。

しかし実質的には，変形を受けたオリストストローム

がメランジの特徴である“普－遍的に勇断を受けた”岩相

を示すことがあることから，メランジは“混在岩”の記

載的一般語として使われ，外来岩の混入の機構を加味し

て構造性メランジ（tectonicmelange）あるいは堆積性

メランジ（sedimentarymelange）とし、う用い方をす

るのが一般的である。

なおオリストストロームとメランジに関しては

ABBATE et al. (1970), Hsu (1974），勘米良 (1977)

などに詳しく解説されている。

地質図のオーダーでのオリストストローム

地質図上でオリストストロームはオリストリスと基質

との組合せで表現される。以下に示す2枚の地質図は，

露頭での観察でオリストリスと基質の区別が容易である

もの（第l図〉と，間違い易いもの〈第2図〉を例とし

て挙げた。

第 1図は，泥質および砂質基質のオリストストローム

が広く分布する徳島県中央部沢谷地域の地質をオリスト

リスと基質とに分け，可能な限り詳しく表したものであ

る。その結果この地域の地質構造は，大局的にみて南斜

する衝上断層群の発達で特徴づけられることが明らかに

なった（第 1図〉。街上断層群によって区分された地質体

を下位より剣山ナップ・東浦ナップ・沢谷ナップと呼ぶ。

沢谷ナップを特徴づける岩石として大量の緑色岩類と

それに密接に随伴する石灰岩が分布しているが，これら

は地質図上で巨大なレンズ状の形態を示し，それらを包

み込むように含醸泥岩層と粗粒砂質岩層が積み重なって

分布している。また黒瀬川帯との境界付近に分布してい

る蛇紋岩類とそれに伴う結晶片岩類も含磯泥岩中に含ま

れるものである。含穣泥岩または砂岩にはこれらの岩右

の他にチャート・珪質泥岩・千枚岩質砂岩泥岩のブロッ

クを頻繁に含んでおり，ブロックの大きさは数mmから

地質図に示し得る程度までさまざまである。疎ーブロッ

〔地学教育

クとして含まれる岩石の年代は，石灰岩が石炭紀新世か

らベルム紀新世，チャートがベルム紀古世からカーニア

ンであるのに対し，泥質岩中からは2地点の試料からジ

ュラ紀古世の放散虫化石が得られた。

東浦ナップもまたオリストストロームの集積によって

構成されており，砂質基質のものと泥質基質のものとが

交互に繰り返し重なり合っている。東浦ナップを特徴づ

けるオリストストロームの基質としての砂質岩は一般に

塊状・粗粒で，細粒角磯岩となることもある。

剣山ユニットもまた泥質基質を持つオリストストロー

ムを主に構成されており，オリストリスとしてはチャー

トが最も卓越する岩石種であるが，その他には少量なが

ら酸性凝灰岩， “正常層”の砂岩泥岩互層を比較的頻繁

に伴っている。

このようにオリストリスと基質の識別が容易である場

合には，時代の異なる種々の岩石がより若い時代の泥質

岩あるいは砂質岩中に包まれて存在する産状が理解し易

い。また基質の分布を追跡することで個々のオリストス

トロームを“地層”として認識することができる。

第2図は沢谷地域の南方に位置する平谷西方地域の三

宝山帯の地質図である。この地域では，先に示した沢谷

地域とは異なり，オリストリスと基質の区別が困難な岩

相の組合せが見られる。この地域で注意すべき点は，チ

ャートオリストリスの周囲に分布するチャートアレナイ

トやチャート角疎岩（第7図〉で，風化面ではチャート

と間違い易いためチャートとして表現される危険性があ

ることである。地質図に示されるように，実際にはチャ

ートの連続性は非常に悪く，ほぼ同一層準と考えられる

2地点で同様な岩相を示すチャート層の分布が認められ

る場合でも，走向方向に追跡するとチャートアレナイト

またはチャート角磯岩によってし、くつかのブロックに分

断されていることが少なくなし、。チャートアレナイトや

チャート角喋岩は地質図に表されることによって，チャ

ートをオストリスとして含むオリストストロームの基質

として存在していることが理解される。

上記2例のように，地質図で初めてオリストストロー

ムのオリストリスとしてあるいは基質として認定できる

ものが存在することから，調査の際に突然、連続が途絶え

ることがあっても，断層・異常な摺曲・岩相の急変とい

った解釈だけでなく，オリストストロームとしての可能

性をも念頭において検討されなければならなし、。

オリストストロームの露頭観察

未知の地域を調査する場合は別として，オリストスト

ロームを露頭で観察することを目的とした場合は，予め
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オリストリスと基質が類似の岩質を持ったオリストストロームの分布する地域の地質図
〈徳島県上那賀町平谷西方地域， ToMINAGA: 1988印刷中：に一部加筆〉。

l:8 is 'fl 

第 2図
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第3図 石灰岩・チャートのオリストリスを含むオリス

トストローム。 ls：石灰岩， ch：チャート，

md：含際泥岩。

地質図の用意された地域で、行う方が効果的である。

オリストストロームの露頭観察を指導する場合，まず

直接露政から得られる情報，すなわち様々な岩石が混在

していること，磯状の岩石とそれを取り巻く岩石との違

い，礁の大きさや形，どれだけの広がりを持っているか

などできるだけ多くの情報を引き出させる。さらにそれ

がどのような性質の堆積物なのか，どのような機構でこ

うした混在岩相が形成されたのかを推理させながら，後

背地と堆積盆との空間的配置，外来岩塊と基質との時間

的関係など四次元的概念の育成を目標として行うことが

必要であろう。

第3図は第1図の地点1の露頭写真である。中央にあ

るハンマーを置いた岩石は石灰岩で，写真では石灰岩塊

の下部および向かつて右側が含穣泥岩によって包まれて

いる。写真左側（石灰岩の下位に当たる〕にはチャート

のレンズがし、くつかあり，画面奥の方から手前に含礁泥

岩中に並んでいる。この露頭では含礁泥岩は全体的には

弱し、勇断を受けており，含まれる喋もまた引き伸ばされ

たものがある。このため礁と基質との初生的な関係が分

〔地学教育

第4図 砂岩・チャートのオリストリスを含む，勇断を

受けたオリストストローム。 SS：砂岩， ch：チ

ャート， md：含諜泥岩。

かりにくくなっているが，丁寧に探してみると石灰岩塊

の右側のように勇断変形を免れた部分も残されており，

泥岩中への外来岩塊の混入が構造性のものでなかったこ

とが理解される。

第4図は第1図の地点2の露頭写真である。この露頭

ではまず数m程度のチャートオリストリス 2個が泥質岩

基質中に浮かんだように含まれているのが注目をヲlく。

近づいてみると，基質の泥質岩は礁として塊状砂岩，砂

岩泥岩互層の他，チャート・緑色岩類を含んでおり，強

く勢断を受けた合礁泥岩であることが分かる。この露頭

のように基質の含礁泥岩が強い勢断を受けている場合に

は，チャートや砂岩など物性の異なる岩石，特に大型の

岩塊との境界面は滑っていることが多く，それらの岩塊

が堆積時に泥岩中に混入したものなのか，あるいは後か

ら構造的に混入されたかの判断には注意を要する。

地質図（第1図〉では，地点 1, 2は，緑色岩類・石

灰岩のブロックの卓越する 2つの層準に挟まれた，同一

層準の泥質岩優勢相内部に位置しており，地点1の含穣

泥岩がオリストストロームと考えられることから，地点
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第5図A. チャート・珪質泥岩・泥岩の操を含む含醗泥
窄'l。
B. 同標本の顕微鏡写真〈平行ニコノレ〉。スケー
ルバーは Icm, c：チャート， sm：珪質泥
岩， md：泥岩。

2もまたオリストストロームの露頭とみてよいだろう。

チャートや緑色岩類など異質な岩石を含む強く勢断され

た泥質岩の岩体が堆積性メランジなのか，構造性メラン

ジなのかは，その泥質岩が地質図上で“地層”として表

現され得るか否かを基準に判断せざるを得なし、。

標本～薄片オーダーでの

オリストストロームの観察

海岸沿いや大きな崖を除くと，実際の露頭では第3'

4図のようにある程度大きなオリストリスが基質に包ま

(17)-43 

れた状態で、観察で‘きる場合は少なく，砕屑岩の特徴や地

質図上での異質岩塊との関係からオリストストロームの

基質として認識されることがある。以下に示す3つの岩
相は，オリストストロームの基質として秩父累帯では比

較的普遍的に分布しているものの例として採り上けγこ。
第5図A・Bは第1図地点3で採取した含礁泥岩の切
断面と薄片である。この岩石は極めて不均質な岩相を持

っており，角礁の集中する部分と礁を含まない部分が明

瞭な境界を持たずに移化する。含まれる疎種はチャート

・珪質泥岩・泥岩が認められ，中でも珪質泥岩が最も多

く含まれている。その他， Imm前後の鉱物粒として石

英・長石類が多い。泥岩の礁には放散虫化石を豊富に含

むものがあり，基質とは明らかに岩質の異なるものが含

まれている。礁の外形は泥岩→珪質泥岩→チャートの順

~~より角張ったものになっていき，磯崎質との境界
もまた同様により明瞭になっている。例えば泥質基質と

チャート擦との境界はいす。れの方向にも明瞭であるのに

対し，泥岩礁と基質の泥岩との境界は漸移する部分が残

っており，少なくとも泥岩礁の一部は基質への混入の際

に半固結状態であったらしL、。岩石全体に興断はほとん

ど受けておらず，身開もきわめて微弱に発達するのみで

ある。このため含まれる角礁が泥岩中に堆積物として混

入したことは明らかである。

この試料そのものからも正常な堆積物でないことはう

かがえるが，試料採取地点付近には露頭規模を越えるよ

うな大きさのチャート・緑色岩類などの分布が見られ

〈第1図〉，このような含礁泥岩が全体として，より大規

模な異質岩塊をオリストリスとするオリストストローム

の基質を成していると判断できる。この場合標本内部に

観察される数mmから数cmの磯もまたオリストリスで

ある。

第6図A・Bは第1図地点4で採取した，弱し、勇断を

受けた含疎泥岩の切断面と薄片である。この岩石中には

泥質シルト岩・砂質泥岩・砂岩など基質と類似した岩質

のものの他，少量のチャート・酸性凝灰岩が礁として含

まれている。礁と基質との境界は濃集した不透明鉱物に

よって取り固まれ一般には明瞭であるが，礁の陰になっ

て興断を免れた部分では礁と基質との境界に顕著な滑り

面の認められないことがあることから，本来これらの礁

が勢断運動に伴って外部からもたらされたものではな

く，堆積性の外来礁であったと判断される。この岩石の

ように，含まれる礁が基質とよく似た岩質で‘あり，勇断

変形によって基質の泥岩が擬疎化している場合，両者の

識別は困難で－肉眼的には泥岩の礁を見落とす危険性があ

り，注意を要する。
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A 

B 

第 6図A. ~~＼，、勇断を受けた含操：尼岩。

B. 同標本の顕倣鏡写真（平行ニコノレ〉。スケー

ノレパーは lcm。 s：砂岩， m ：：砂質泥岩。

第7図A・B；土第2図の地点5で採取したチャート角
礁岩の切断面と薄片である。この岩石はその90%以上が

チャートと珪質泥岩によって構成される特殊なモード組

成を持っており，三宝山帯では普遍的に観察されるもの

である。泥質基質はほとんど含まれず，より粘土鉱物に

富む珪質泥岩が粘土鉱物に乏しい珪質泥岩やチャート角

礁の隙間を埋め，基質の役割を果たしている。このため

粒界は密着していることが多い。薄片の写真に見られ

る，粒子の輪郭を成す黒いすじは，設泥石および不透明

〔地学教育

A 

第7図A. マイクロオリストリスの集合としてのチャー

ト角際岩。

B. 同標本の顕倣鏡写真（平行ニコノレ〉。スケー

ノレパーは lcm。md：泥岩， sm：珪質泥岩，

ch：緑泥石，黒色の砕屑粒子は不透明鉱物。

鉱物である。

この岩石はチャート同様に堅硬で、肉眼的にもチャート

によく似ており，しかもチャートの喋径が標本サイズを

越えることも Lばしばあること，また三宝山帯で、は地質

図の規模でチャートの宕体を取り囲むように分布するこ

とが多い。このため，このようなチャート角喋岩が巨大

なチャートオリストリスを含むオリストストロームの基

質として振る舞っていると考えられる。またチャートや

珪質泥岩の細磯そのものを，徴細なオリストリスととら
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えることも可能である。

まとめ

木小論では“混在岩相”の認識に伴い，地層観察の際

に新たな問題；古；識を持った指導を行うべきとの立場か

ら，オリストストロームとメランジについて簡単に紹介

し，オリストストロームが広く分布する徳島県沢谷地域

と平谷西方地域を例に，オリストストロームについて地

質図，露頭，標本～薄片の各オーダーでの特徴と注意点

を述べ，地層を観察する際の取り組み方について新たな

提案を行った。実際の指導に当たっては次のような事柄

に留意することが必要であろう：

1. 側方への変化が激しく，不均質な岩体とみられるも

のでも，オリストストロームを基質の種類によって区

分し，地質図に去すことで地層としての広がりを表現

でき，またそれを基に構造区分も可能となること。

2. 逆に，露頭では連続性が良くみえる岩体が，地質図

ではオリストリスして表され，限られた広がりしか持

たないものがあること。

3. オリストリスとしては禄色岩類・石灰岩・チャー

ト・ドロマイト・蛇設岩など岩石の混在が直観的に理

解されやすいものの他に，泥岩・砂岩あるいはそれら

の互層など，詳細な観察によって初めてオリストリス

と認められるものがあること。

4. 石灰岩・ドロマイト・チャート・珪質泥岩などのよ

うに，オリストリスとして存在する岩石から得られた

化石は基質の泥質岩より得られた化石より古い年代を

示すことがあること。

5. したがって年代決定には庄出化石の母岩がオリスト

リスか否か，すなわち得られた化石による年代をどこ

まで拡大Lて適用可能かの議論が必要であること。

6. 岩相，年代の異なる様々な岩石がどのような過程を

径て混在するに至ったかを推理させ，その過程で四次

元的概念を育成する。

1987年11月27日に教育課程審議会によって公表された

教育課程の改善についての「審議のまとめ」によれば，

理科に関する改善の基本方針として“自然、に親しみ，観

察・実験などを通して的問題解決能力を培い，自然に対

する科学的な見方や考え方及び関心や態度を育成する指

導が一層充実するよう，内容の改善を図る”ょう配慮、を

求められており，自然の事象から直接学ぶこ．との指導

力i，今後ますます要求されてくると思われる。指導者自

らもまた自然から情報を読み取る姿勢を常に心掛けるべ

*3.下棋は筆者による。
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きであろう。この小論が地層観察を指導する際に少しで

も参考になれば幸いである。
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富永良三：地層観察とその指導における新しい視点地学教育 42巻， 2号， 37～46,1989. 

〔キーワード〕 初等・中等教育，地層観察，混在岩相，オリストストローム，オリストリス
，メランジ

〔要旨〕 オリストストロームやメランジといった，いわゆる混在岩相の概念の認識に伴い，
初等・中等教育に

おいても，地層観察の際には混在岩相の可能性という新たな問題怠識を持った指導が必要と
なってきてい

る。本小論ではオリストストローム・オリストリス・メランジについての一般的な認識の紹介
と，秩父累帯

に分布するオリストストロームについて，徳島県沢谷地域・平谷西方地域の地質図・露頭・標
本～薄片の各

オーダーでいくつか例を挙げ，その特徴と地層として観察する際の留意点を述べた。

Ryozo ToMI~AGA : New viewpoints on the observation of strata and Its guidance.; Educat.
 Earth 

Sci., 42 ( 2 ), 37～46, 1989. 
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野外学習を目指した学校周辺の地質の教材化

一ーその l，堆積作用と地殻変動を中心にして一一

高田昭夫事・河原富夫料

I.はじめに

現行学習指導要領において，小学校6学年の地層学習

では， 4学年での「流水のはたらき」を踏まえて，流水

のはたらきの産物としての未回結の地層を扱う。中学校

3学年では，地殻を構成する岩石の 1っとして堆積岩を

扱い，小学校での学習内容を発展させるかたちで地層の

対比・堆積環境の堆定・堆積岩の分類を学習する。ま

た，火成岩と比較することを通して，両者には各々成因

にかかわる特徴があることに気付かせたうえで，総合的

に地殻変動を理解させる。ここで扱う堆積岩は，実感を

持って理解することの難しい続成作用に触れることは望

ましくないと考えられるので，未回結ないし半ば回結し

た程度のものが適当であろう。小学校6学年の学習内容

との関連および学習のねらいからも，できるだけ新しい

地質時代の地層を扱うことが良いと考えられる。
みつ晋

このような考えのもとに，広島県東部の御調郡御調町

立御調中学校の敷地内およびその周辺に分布する堆積層

を素材にし，江n械として，その教材化の方針を述べ，
第 2報には，授業実践の結果．時間的・空間的な認識が

どの程度深められたか，また，野外活動の評価のあり方

などについて述べる予定である。

II.指導の方向性

( 1)生徒の実態

教材化を図るために，生徒の地学領域（特に，堆積作

用と地殻変動〉における興味・関心，知識・理解に関し

て，御調中学校〈各学年3学級，総生徒数322名〉の中

から無作為に各学年より 1学級を抽出（ 1学年男子20名

・女子18名，計38名， 2学年男子14名・女子18名，計32

名， 3学年男子17名・女子18名，計35名，総計105名〉

し，事前に調査したく1987年6月19日実施〉。なお， こ

の調査では，各設問に対する生徒への説明はしていな

L、。

A.興味・関心に関する調査

第1・2・3図は，露頭に関するものである。小学校
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第2図 アンケート調査2（設問2 御

調中学校の裏側のがけは，どの

ようにしてできたか，知ってい

ますか。〉

凡例ア：知っているイ：少

し全日っている ゥ：知らない

ェ：無解答

第3図 アンケート調査3c設問3 御
調中学校の裏側のがけを授業な

どで観察したことがあります

か。〉

凡例ァ：ある ィ：ない

ゥ：無解答

第4図 アンケート調査4 （設問4 化

石を採集するために，採集場所

に行ったことがありますか。〉

九例ア：ある イ：ない

ゥ：無解答

〔地学教育

ァ．ィ．ウ．ェ．

17lZZZt1 E三ヨ匹皿E匡ヨ

ァ.fZ2ZZjィ．亡二コゥ．匡三ヨ

｜男子 V//25.γ／/,j ド

70.0 5. 0 

1年
女子 VIIIノ矧 q・;I I I /,I 61. 1 

男子 VII I I I /s・o.’n＇／，グ／／／／／;,1 50. 0 

2年

女子川ノ川 55. 5 

5.「9 

計 グム~~ク幼 72. 4 l. 9 

ァ·~ィ．仁二コゥ·~三ヨ

｜ ｜男子 ~10. OJ 80.0 

1年 一一一
10. 0 

女子 v16. 7’／｜ 83.3 

出 f,14.3ψl 85. 7 

2年

ι16. 7／，ノイ 83.3 

3年I三： 94. 1 

100.0 

計 t.9. 5.~ 87.6 
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第 5図 アンケート調査5（設問5
内 r合～， ム一． 年 2 年！ 3 年 計 これから地学についてど

宇宙の成因 ’、J-! 3 んなことを学習したし、です
惑星 ムF、 。 4 6 か。最も学習したし、内容を
f亘星 2 3つ以内で書いて下さい。）
地球の成因 2 2 

地球内部の構造 3 3 

火山 2 2 
地震の原因 8 
地殻変動 3 15 1 I 34 
大陸移動 6 4 10 

日本列島の成因

世界の山脈と地層 3 4 
日本海溝の成因と様造 3 3 
地層のでき方 8 3 12 
砂・小石・擦のでき方

岩石のでき方と種類 2 2 
海底のよ也層

地下水が出て来るわけ

一オワシスができるわけ 11 12 9 I 32 
)ljがつくる地形 _i_J 3 

いろいろな地形 2 3 

化石のでき方 2 

2 3 地球の歴史

恐竜絶滅の原因 2 3 

化石採集に行きたい 3 7 ら 14 
5 10 7 

8 
22 

学校周辺の地層を調べたい 2 3 3 

砂
白

川
問
一

粘土 無解答

匝回 匡ヨ
十””’／／ノ

／ 

友どを流す

工年

女子

tt 

第6図 アンケート調査6 （設問6 第 6図のような装置をつくり，粘土・砂・小石などを水

といっしょに流した。このとき，ホースの近い方に積るのは，何ですか。〉
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A 

一一→Eヨェ必す

8 

＠ ②  

杭；：・＿・：でト／・：I
f「子、～ムふんでl

ァ~ィ区ヨゥ阻皿 匡ヨ無解答

A I 1年

B 

2年

3年

計

ア~ィ Eヨゥ匹田 匡ヨ無解答

1年

2年

3年

計

第 7図 アンケート調査7c設問7 第 7図Aのように，数冊の木をつ
み重ねて，両手横から力を加えた。

(1) この実験は，次の何を調べる実験の手がかりになりますか。

次の中から選びなさい。

⑦地層がずれるわけ，③地層に地下水がたまるわけ，⑨地層が

曲がるわけ

(2) この実験によってできる地層は，第7図Bのどれになると思

いますか。

解しにくいと忠われる。

〔地学教育

中の 1つが第6図である。この設問に対する正解率が低

いのに驚いた。 2年生では， 50%弱の生徒が「粘土が一

番早く堆積する。」としており，粘土を小さい粒として

とらえきれていないと忠われる。また，今までの指導の

経験からも，流水の 3作用のうち“堆積作用”が一番理

第7・8図；土，地殻変動についての概念を調査した結

果である。しゅう出については，第8図A・Bにみられ
るように，かなり基礎的な概念は形式されているものと

みられる。
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＠ 
＼＼・・，｜ ＠ 

J主
正解 誤答 無解答

仁コ Eヨ Eヨ 十喝.... ~宇.. ~令 T + .，＿ヤ
→ →十吟や守勺 J 令＋今｜＠

1年 78. 9 

2年 87. 5 6. ド~二·：~＿6・トr一．－一3 
3年

82.9 1L .... ‘4ン：＂.. ~、．「ト．ーー7 
：・，・.' 

言f 82. 9 
12卜．・4~－ 4・．ト8 

B 正解 誤答 無解答

仁コ Eヨ 巨ヨ
l 年 94. 7 5. 3 

・，ー

ワ 年 93. 8 6. 3 

1・ .亡
3 年 88. 6 8.~・ 2 －..いg 

I .:1 

言十 92. 4 6. 7 ~ .. ・9:t 

第8閃 アンケート調査 8 （設問 8 第 8図は，あるがけのようすを描
いたものです。〉

(1）粘土の層にハマグリやマテガイの化石がありました。この層
は，どんな所にできたものでしょうか。一－A
(2）どの地層が先にできたか，古いIi買に書きなさし、。
凡例 ⑦：砂の層 ＠：粘土の層 ＠：砂の層 ＠：小石と砂
の層 ②：岩石の層

化石（示相化石〉の意味，地層果重の法則についての
理解をみるために次のような調査をしてみた。結果をみ
ると，大部分の生徒が理解しているように思われる。
地層の広がりをどのようにとらえているかをみたの
が，第9図である。学年が進むにつれて，概念が次第に
形成されているように思われる。

以上の調査結果とその他の資料も考慮に入れ，次に述
べることに重点をおいた学習を展開したし、と思う。

①小学校における野外学習の不足が感じられるので，
これをとり入れ， 2地点以上の露頭を観察し対比させた
り，不整合面を追跡させることにより，地層の広がりを
より空間的に把握させること。

②堆積作用・堆積岩の分類の指導については，単なる

資料や一般的な標本にたよることなく，できるだけモデ
ル実験を工夫させたり，生徒の採取した岩石の利用を図

ること。

③地域の地学現象を時間の流れの中でとらえさせ，ま
た，野外学習を通じて感得で、きた現象の大きさ（スケー
ノレ〉に留意しながら地学的自然、観にも触れること。

m.素材研究
( 1)地質概説

尾道市街より北に約15kmの距離にある御調町立御調
中学校周辺には，いわゆる中帯古生層や緑色岩類，白亜
紀の高田流紋岩類や花崩岩類などを基盤にして，第三紀
の塩町層と未区分礁層および沖積層とが分布している



育

アンケート調査9c設問9 第
9図の左はじのようながけがあ

り，これを⑦・＠・＠の方向か

らスケッチしたものが上の図で

す。正しい地層の傾きを表して

いるものは，下の図の①～④の

どれで、しょうか。〉

教
主主主．

弓」〔地

第9図
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巨ヨ無解答
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第10図広島県御調町地域の

地質図（20万分の l広島県地

質図 (1964）を簡略化〉

九例 1：沖積層 2：未区

分磯層 3：塩町層 4：花

こう斑岩 5：ひん岩 6 : 

未区分閃緑岩 7：未区分花

こう岩 8：高田流紋岩類

9：緑色岩類 10：“中帯古

生層” 11：断層 0：御調

町市 H ：広島 F：福山

凡例

口
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四
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日
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凶
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口
図
圏
一
凶

4 N

A
ハ
下
ナ
ー
ー
ー

73. 3 1. g 言十

5km 



42巻， 2号， 1989〕

A 

B 

c 

(27)-53 

第11図御調中学校周辺で観察できる礁

層・砂層の互層

A：礁層 B礁層と砂層 c: 
砂層中にみられるクロスラミナ

（第10図〉。 には，しばしば偽層が観察できる（第11図， C）。この

御調中学校敷地内および学校を中心とした半径500m 磯層・砂層の互層は，少なくなとも 6m以上の層厚をも
の範囲内には，黒雲母花こう岩を基盤として，礁層と砂 つO その地質時代を，竹山 (1933）は洪積世とし， 20万
層の互層が不拡合にこれを覆っている。磯層を構成する 分の 1広島県地質図 (1964）では未詳としている。植物
礁は，溶結凝灰岩〈高田流紋岩類）・チャート・粘板岩 化石を産するが（楠見ほか， 1979），時代決定に有効な
・花こう岩・花こう斑岩の 3～lOcm径大亜円礁～円喋 化石を産しなし、。層相から判断して，おそらく備北層群

で，分級はあまり良くない（第11図， A・B）。砂居中 下部に対比され得るものと考えられる。
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c 
N 

100m, 

凡例 Gr：花こう岩 破線：不整合面

第13図 御調中学校敷地内の大露頭（パレラマ写真よりトレースしたもの〉

黒色部：砂層 白色部：；喋層 全長約som，高さ約10～2om

(2) 露頭の状況

第12図は，野外実習を予定しているコースのルートマ

ップであり，図中のA～Lの記号は観察地点を示してい

る。 A地点の露頭は校舎のすぐ裏側にあり，教室からも

十分に観察することができる大露頭である（第13図，第

14図・ A）。

A地点の露頭を調べることにより，花こう岩にひん岩

が貫入した後に隆起して浸食され，沈降して喋層・砂層

の互層が堆積し，最後に断層で切られたとし、う地殻変動

の歴史を読み取ることができる。

この大露頭を基点にし，例えば， L付近から校舎の方

向を遠望したり，第12図のE→G→Kにそって露頭を観

察したりして，不整合面を追跡することができる（第14

図・ B，第15図〉。

JV.指導内容と授業の流れ

生徒の実態と素材の特性等を考慮して，以下に指導内

容と授業の流れを示す。

(1) 地層のようすと堆積岩
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A 

第15図 不整合面の遠望 L地点から校舎を望む（第
14図のBに対応する。〉 Gr：花こう岩 cg：礁層・砂層
の互層は，不整合面を示す。

指導内容 学習の流れ 留意点・準備物

0地層の観察の ¥o露頭A〔第12凶ノ 1 0 A地点（第13
方法と手！｜国がわ の地層がどのよう i 図，校舎の裏側

かる にしてできたかを の大露頭〉で実

観察をもとに考え！ 際に触れ，観察

る させる

0地層の観察の方

法・準備物などに

ついて話し合う ｜ 

0地層をつく，る物 0表土の風化・

質，粒の大小，粒 分級について

の形・色・並び方 は指導する

0化石の有無 。グロスラミナ

8 
第14図野外実習の基点

A ：校舎側の大露頭の一部（花こう岩と礁層・砂層の互層

との不整合面〉

B:L地点よりみた校舎〈第15図に対応する〉
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点

察
弛

観

山

崎

ト

ι

一E4

お
君
臨
一

B
の。

層

柱

る

地

’

け

の

し

か

占
…
富
市
に

地

観

図

B
を

状
。

L，柱状図にか

く

0岩石を採取する

本三三p
~－－－·：：：：： .. _・ • .-.• ：ぺ＼・

.＞~一一ーで一一一－一
七~寸す工三J

第17図 B地点の模式図と柱状図

九例 SS：砂層 cg：；疎層

最下部の砂層は偽礁をふくむ

層

付

発

地

気
の

’

め

占
山
て
と

地

い

ま

る

両

つ

を

す

A

に

き

表

。
占
川
を

地

徴

る

両

特

き

B

の

で

，
層
摘

A

地

指
。

－両地点とも，砂や

礁の層がみられる

・A地点では， B地

点にない岩石がみ

られる

－両地点の礁は，と

もに円磨されてお

りかなり大きい

0 A地点と比較

させながら観

察させる

類似た地

層，異った地

層，地層の重

なり方，岩石

7m  

。0
．、。

4m 

Om 

0 A・B両地点

とも化石は，

今まで発見さ

れていない

0両地点ともク

ロスラミナカ、

みられる。

OA, B両地点 l0 A地点の地層
0次の）I民序で，

第12図の各露
の地層を詳し は，どのように

く調べたいと 広がっている
頭を観察させ

いう意欲がも か，観察してみ
る

てる 《、タ〉 0準備物は， 11tr

回と同じとす

る
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第18図各露頭の模式図

G －「－；－
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下ム~

K 戸市..＿＿..喧下、
＋＋＋  

＋＋＋  
牛＋＋

ア市？干干干『-r-r-r-r円

（第12図のルートマップに対応する〉

凡例 ＋：花こう岩 0：喋層
0花こう岩と礁

層との境（不 とに，花こう岩 ことは：t土，’ こ
整合間〉の広 と礁層との境 こでは使用し
がりを推定で

〈不整合面〉の ない
きる 広がりについて C鍵層がみあた

推定する らないので，

地層の対比が

・ほとんどの露頭 むずかしい

で，花こう岩の上 C自分の手を不

に礁層がみられる 整合面にそっ

－花こう岩のみえな て動かせるよ

いところもある うにし空間

地面の下に花こう 的：こ把握させ

岩と磯層の境界が る

あるのだろう

・D地層は，少しち

がっているな

を書く

A L 

SS 

cg 

cg 

十

＋＋十＋~ ＋十

＋＋＋＋十＋十＋

Gr 

第19図 A～Lの断面図〈第12，第15図に対応

する〉

凡例 Gr：花こう岩 cg：；傑層

C砂層・磯層が I I O準備物lo観察した露頭｜
丸味をもって ｜ ｜ f岩石標本〈堆＼！ は，どのように｜ I 1 
いることが指 I ’ ｜ ｜積岩〉のプレ l

I してできたのだ｜ ｜ ｜ 
摘できる I I Iパラ一人生｜
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0地層は，土砂

が海などに堆

積したもので

あると推論で

きる

。地層の縞模様

は，水のふる

し、分けによっ

てできたこと

を説明できる

ろうか。手がか｜

りになることを（

調べてみる ｜ 

・砂粒は，角がとれ

ている

・磯も丸い

・地層に縞模様があ

る

・流水によって運ば

れ，川や湖または

海で堆積したもの

であろう

0露頭にみられる

砂などのふるい

分けやクロスラ

ミナの生じ方を

実験で調べた

り，砂波の断面

を観察したりす

る

徒自身が採取 l

した岩石，簡！

易偏光顕微！

鏡，ルーべな

ど

。小学校での実

験を思い出す

など，いろい

ろ工夫させる

第20図縞模様〈級化層理〉のモデル（砂波の

観察から〉

0流された土砂 I I 0流水モテール実lo地層が縞模様を｜
の堆積のしか ｜ ｜ 験を工大させI しているのは ｜ 
たを調べる実 I i 

｜ なぜだろうか ｜ 
験を工宍でき I 一一一一」

る ・小さい粒子ほど先

方に運ばれる

・海岸の遠い方に小

さい粒子が堆積す

る

O水中で O長い年月の間にj運室 ! O第2幻1図 流

ふるい分けが ばれた土砂が，本｜ 水モデル実

起こり，堆積 のはたらきによ 験大型のた

する粒子の大 り，粗粒なものか らいの中に
きさが，陸か ら細粒なものまで 水流をおこ
らの距離に関 ；こ分けられ，そう し， O印の
係することを して多くの地層が ところに土｜
説明できる

重なった 砂をおとす

0堆積岩の分類

の観点が指摘

で、きる

lo堆積一村
岩石を堆積岩と

I いう。多くの露｜

｜ 頭から採取した i

i 岩石をいろいろ

II な特徴から分類

｜ する観点を決め
l る

ーベで耐

る

・まとめ

．発表

・色・硬さ一一わか

りにくし、

・粒の形一一九味の

あるものが多い

・ち密で組織がわか

りにくいものがあ

。チャートと石 loち密で粒子がみ i
灰岩のちがし、 ｜ えない2種類の｜

が指摘できる i 岩石を調べる ｜ 

2 
3 

－硬さについて一一

鉄クギでひっかL、

てみる

（石灰ーじ
がつく

・チャートーーす

じがつかない

・成分について

(31)-57 

0この他に“と

い（樋〉”を使

った実験や側

溝などを利用

した実験を工

夫させる

。観察の基本

は， “よく観

る”ことであ

ることを再度

指導する

0生徒の採取し

たものの中に

は，粘板岩，

チャート，砂

岩，泥岩，凝

灰質磯岩など

があるので，

これを利用さ

せる

(o準備物
ハンマー，ル

ーペ，堆積岩

の標本（泥岩，

砂岩，石灰岩，

チャート，凝

灰岩など〉気

体発生装置，

チャート，石

灰岩， ビーカ

（ー，石灰水，
塩酸

第22図岩石成分のちがし、を調べる一方法
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凡例 1：石灰岩またはチャート

2：フィルムケース 3：塩酸

4：石灰水

・石灰岩 C02が発生する

・チャート一一ーC02が発生しない

0堆積岩の分類 I I ・分類する観点
10堆積岩を次の 2i 

の観点をあ｜ （ を重視し，詳
｜ 点から分類する 1

げ，その成因 ｜ ： しい岩石名に
｜ ①粒子の大きさ

と特徴とから I ! は深入りしな
｜ ②岩石を構成し

分類できる ｜ 
I ている物質

0学校近辺の地

層のでき方や

歴史につい

て，さらに学

習したいとい

う意欲がもて

る

－粒子の形が丸くて

角がとれている

・粒子が小さく

みえず，泥が集

まったもの一一一

〈泥岩〉

－粒子がやや大き

くて，砂が集ま

っTこもの一一一

（砂岩〉

－粒子が大きく

礁が集まったも

の一一〈礁岩〉

．火山灰を主体に

してできたもの

一一凝灰岩

・ち密で粒子がみ

えない

・石灰分が成分で

ある一一ー石灰岩

．ケイ酸が成分で

ある一一一チャー

0化石は，堆積

岩の中に含ま

れていること

にふれると同

時に，御調中

学校の周辺か

らも発見され

ている（第12

図C点付近〉

ことを知らせ

る

(2）地殻の変動

指導内容 学習の流れ留意点と標備物

0地層のくいち

がっている事
実から，地層

が形式された

後に地殻変動

があっ7ここと

を指摘できる

を
去
一
を

察
過
一
動
る

観
一
仁
、
変
‘
き

の
v

て

殻

で

層
調
し
地
定

地

通

の

推

。

i OA地点（第四i
l参照 J;,fffi']fj¥) I 
の露頭を観察し ｜ 

気付いた点につL、l
jて話し合い，発表｜

｜する。 ! 

・地層にくいちがし、

がみられる

・花こう岩は，西へ

行くほど高くな

り，給食棟の裏側

では磯層はみられ

ない

・断層の東側の礁層

は，ほぼ水平であ

る

・ところどころに巨

礁がある

・ひん岩の貫入がみ

られる

叫地点の地層

は，どのように

してできたか，

説明する0

・花こう岩にひん

岩の貫入

（隆起・風化・

浸食〉

（沈降〉

・磯層・砂層の互

層

（隆起〉

．正断層

・砂・礁層の風化

1 ・浸食

0 A地点の露頭

の全体を提示
する

0断層，浸食，

沈降，隆起，

整合，不整合

などの現象が

観察できる

0教科書，スラ

イド等を使

い，可能な限

りの概念形成

を図る

0色粘土を使

い，モデルを

作って説明さ

せる

0地質現象を時

間の経過の中

で考えさせ，

変動する大地

の姿を実感さ

せる

v.おわりに

地学領域の学習に野外学習は欠かせないものであるこ

とを知りながら，学習内容として，地域を教材化できな

いままでいた。このため，授業も断片的な知識を教える

とL、う内容のものに終始L，生徒の期待する楽しい探究
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的な学習には遠いものであった。

幸いにも，本年度は，十分ではないものの地域の教材
文 献

化をはかることができ，授業の中に生かせる見通しがつ 広島県 (1964) : 20万分の l広島県地質図および同説明
いた。御調中学校周辺の地層は，最初に述べたように， 書．

近くに植物化石の産する場所もあり，中学生にはみごた 竹山俊雄 (1933）：吉備高原ならびにその附近の洪積世
えのあるものである。今後，さらに授業実践を検証しな とその変位，地球20.p. 428～443. 
がら調査・研究し，来年度の指導に生かしたいと思って 文部省 (1977）：中学校学習指導要領，大蔵省印刷局
いる。 楠見久・鷹村権・広島県地学のガイド編集委員会

(1979）：広島県地学のガイド， p.246～250. 

高田昭夫・河原富夫：野外学習を目指した学校周辺の地質の教材化ーーーその1，堆積作用と地殻変動を中心lこ
して一一地学教育 42巻， 2号， 47～59,1989 

〔キーワード〕 野外学習，地層，地殻変動，中学校理科

〔要旨〕 中学生の地層の観察についての経験や興味・関心等を調査したところ，実物に触れての学習が不足し

ている実態が明らかになった。また，空間認識の育成についても野外学習は必要欠くべからざるものと考

え， 「地かくとその変動」の指導の一環として学校周辺に学習の場を設定しその教材化の方法を例示し

た。

Akio T AKADA and Fumio KAWAHARA : Having a teaching material of geology nearby the school 
in view of field exercises-part 1. Especially on sedimentation and diastrophism一一ー； Educat.
Earth Sci., 42 ( 2 ), 47～59, 1989 
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日本学術会議だより が.12

第14期特別委員会の活動始まる

平成元年2月 日本学術会議広報委員会

曙草寺華守嘩害毒事圭宰草寺毒＠基＇~草寺毒事垂＠三宅建軍基等差宅建寺岩E守岩~~－（＇.珪守皆E宅建宅建ぞ這宅建守廷宅建宅建守護号革帯当E守草寺法号法宅建寺三宅着E宅~－（＇.珪ぞ珪宅ま守宅~－（＇.珪宅三宅担E宅建e基噌草寺忌噌邑帯電~－（＇.珪守珪宅珪宅惑宰韮e量4忌＠量豊建

日本学術会議では、昨年の10月の総会において設置された第14期の各持別委員会が活動を始めましたが、今回の日本学

術会議だよりでは、これらの特別委員会に加えて、本会議が行っている国際的活動等についてお知らせいたします。

事昔手昔事参事告事毒事毒事a惨事a炉事a惨事告書a惨事a惨事a惨事告事告事告書島幸b事会事告書参事会事会事金書岩手会事b書量害毒事.Vi亨番号場事場事会事告書；，；害哉書島幸福b事会事会事告幸番号毒事告宰音事告事告事告事骨事合幸福惨事量事命事告書a惨事場守毒事砂昔占惨事~

第 14期の特別委員会

昨年10月の第 106[11］総会で決定された、日本学術会議の
第14期活動計画では、活動の重点目標として、①人類の福
祉・平和及び自然との係わりを重視する学術の振興、②基

礎研究の推進と諸科学の整合的発展、③国際関係の重視と

国際的寄与の拡大、の3本の柱を掲げるとともに、これら
の重点目標を踏まえて、多方面の科学者によって構成され

る日本学術会議にふさわしく各分野にわたって広く対応し、

かつ、第14期中に適切な形で報告・提言に取りまとめるべ
き具体的課題として15の課題を選定している。

この度設置された 7つの特別委員会は、上記の具体的課

題のうち、従来から常設されている 6つの常置委員会（別

掲参照）で取り扱うものを除き、かっ、緊急に調査審議を

行う必要のある 7課題に対応するものである。

各特別委員会の名称及び任務等は次のとおりである。

。予和及び国際摩擦に関する特別委員会

委員長：川田侃（第2部会員）

（任務）国際的視野と我が国が置かれている地域的状況

や特性を踏まえて、国際摩擦（文化的・政治経済

的・技術的等）の解決と平和に関する総合的な研

究の推進の在り方やその体制等について検討する 0

．医療技術と社会に関する特別委員会

委員長：水越治（第7部会員）
（任務）医療技術の急速な進展は、白然科学の分野だけ

でなく、人文・社会科学の領域にも種々の問題を

提起しでいるつ様々な医療技術に係わる社会的側

面を総合的に検討する。

4砂生命科学と生命工学持別委員会
委員長：井i二英二（第7部会員）
（任務）生命科学と生命工学の推進方策を検討するとと

もに、これらの急速な進歩を踏まえ、それらと人

間・社会及び自然との係わりについても総合的に

検討する。

.農業・農村問題特別委員会

委員長：水間豊（第6部会員）
（任務）農業・農村のもつ食糧生産や環境保全等の多面

的機能について、近年の国際的・国内的状況を踏

まえつつ、文化・経済・自然・都市との係わりで

幅広く検討する 0

．資源・エネルギー問題特別委員会

委員長：上之圏親佐（第5部会員）
（任務）資源・エネルギーの開発と利用の問題を検討す

る。それに伴う自然及び人聞社会への好ましくな

い影響を防止するという観点からも問題を検討す

る。

。人間活動と地球環境に関する特別委員会

委員長：吉野正敏（第4部会員）

（任務）近年、経済社会活動の拡大等を背景に、人間活

動が環境に及ぼす影響が地球的規模で、広がってお

り、深刻化する可能性を強めている。このような

状況を踏まえ、人間活動と地球環境の問題等を検

討する。

．高度技術化社会特別委員会

委員長：佐藤豪（第5部会員）
（任務）エレクトロニクス、メカニクス等の技術の発展

－普及が社会に及ぼす影響、社会の情報化・技術

化と人間との調和等について検討する。また、巨

大な技術システムとヒューマン・ファクターとの

関連についても安全確保と人間性確保の立場から

検討する。

これらの各特別委員会は、発足以来現在までに各々 2～

3回の会議を開催するとともに、委員会によっては、シン
ポジウムやヒヤリングを実施して、それぞれの任務に沿っ

た具体的な審議課題や今後の審議計画等について熱心に審

議を進めている。今後の審議の成果が大いに期待されると

ころであり、今後、審議成果が発表され次第、紹介してい

く予定である。

なお、以上の7つの特別委員会のほかに、先般の総会の
申合せにより、本年の4月総会において、人閣の科学特別
委員会（仮称）を追加設置する予定である。この「人間の

科学」については、その具体的検討方法が複雑であるので、

あらかじめ若干の整理を行った後に、特別委員会を発足さ

せることにしたものであり、現在、検討会を設置して問題

点の整理を行っているところである。
72-(46）に続く
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群馬県中里村恐竜センターの意義

一一研究の社会的還元と環境整備の問題点一一

松川正樹＊・小畠都生＊＊・原田 豊＊＊＊

1. はじめに

群馬県多野郡中里村に恐竜センターが設立された（図

1）。これは， 1985年に同村瀬林の漣岩から恐竜の足跡

が発見された（MATSUKAWAand 0BATA, 1985）ことに

基づくもので，村立の地質・古生物系の自然、史展示館と

しては日本で最初のものである。恐竜センターは，学問

的な展示と同時に，過疎化の進んだこの村の活性化を目

的に設立された。そのため，恐竜センターは，今後の村

の発展の核としての役割を果たすことになろう。これ

は，地質学的な発見が村の発展のために活用されたもの

で，いわば学聞が社会に還元された例で、ある。

しかし，恐竜の足跡が発見されてから恐竜センターの

開館に至るまでには，恐竜センターや漣岩を取りまく環

境の作り方やそれらの維持の仕方に関して，いくつもの
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問題が生じた。これは，研究が社会に還元されるときに

惹起される典型例を表しているものと考えられる。本論

文では，恐竜の足跡の研究成果が社会的に還元された過

程とそれに伴って生じた問題点を述べ，それらを整理し

た結果に基づ、いて，恐竜センターや漣岩などの地質・古

生物の素材を生かした村の発展のあり方について考察す

る。

2. 本論文の目的

群馬県多野郡中里村瀬林の恐竜足跡の発見は，村人の

意識や村の進み方を変えた。それは，この発見により，

村人が，化石，地質や白分達の村の地史について興味を

持ち始めたことである。しかし同時にこの発見を機に

村おこしゃ観光に利用しようとし、う要望も持った。その

ために幾つもの問題点が生じた。例えば，化石や地質の

cb 

山
a
 叶

～ーー＼

。
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図 1 中里村恐竜センターと恐竜の足跡の位置

＊愛媛大学理学部地球科学教室＊＊国立科学博物鰭地学研究部 料＊乃村工芸社 1988年4月5日受付 8月30日受理
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学問性とそれを利用した遊び感覚の分離がで、きないま

ま，村人が見学者に混乱や誤解を生じさせる内容のもの

を提示しつつ歓迎の窓を表したことである。これは，地

質や古生物関係の研究成果が社会に還元される際に生ず

る問題点のーっとして避けられない。

この問題に対する良い解答は，社会の一般の人が豊か

な教養を身につけ，貴重な学問的財産を守って行こうと

する意識をもつことにある。それには，村人に学問的な

内容を正しく伝え，その価値を正しく理解してもらうこ

とが不可欠である。その方法としては，口頭によること

や展示という手法が考えられる。考古学関係の発掘調査

の際には，社会の一般の入を対象として，研究成果の説

明会が設けられるのが通例である。われわれの場合に

も，恐竜の足跡を発見した後に，研究成果の説明会を中

里村で実施した。にもかかわらず，村人に学問性とそれ

を利用した遊びの分離ができなかったことは，さらに理

解を促すための、活動が必要で、あることを示している。

地学教育に関する研究で公表されたものは，学校教育

を対象とする場合がほとんどで，生涯教育ないし社会教

育を対象にしたものは見かけない。一方，地質や化石に

関するガイドや解説書の増加により，貴重な地質学的事

実や化石の発見の可能性は増大しつつある。また，日本

各地に新たな博物館等が設立され，さらに地学に関する

特別展が行われるなど，一般の人が地質や化石を理解す

るための場も増大しつつある。そのため，今後は社会の

〔地学教育

一般の人を対象とする地学教育の方法論が必要とされ，

かつ真剣に討議されなければならない。その点に於L、て

は，ここで示す中里村の例が社会の一般の人を対象とす

る地学教育のあり方や方法を議論するための素材になり

うるし今後の事例に対して示唆的であろう。ここに公

表して諸賢の御批判と御助力を賜りたL、。

3. 恐竜センターの内容

恐竜センターは， “漣岩と恐竜”に関する情報を集め

た展示館で‘ある。それは， 6つのコーナーからなる（図

2）。

ωプロローグコーナーは，中里村が“恐竜の村”と言
われるようになった由来，恐竜の足跡が発見されるまで

の過程，世界の代表的な恐竜の足跡，中生代の生物を示

し， 4つのグラフイヅグパネルで、構成する。

(B）漣岩を作る地層が属する山中と呼ばれる地質単元を

説明するコーナーで，地質図と堆積環境の変遷のグラフ

ィッグスパネル，産出した動植物化石とサンチュウリュ

ウという恐竜の椎骨のレプリカの展示，日本列島と山中

白亜系の生い立ちを示すアニメーション，白亜紀の瀬林

付近の様子を表したジオラマ展示からなる。

。コ）漣岩のできるまでと漣岩の恐竜たちのコーナーで，

漣岩のプラスチック製のレプリカを展示している。恐竜

の足跡の化石化の過程，漣岩のできるまでの過程，漣岩

で確認された3種類の足跡とその歩行スピードをグラフ

図2 恐竜セシターの内部の平面解説図（展示項

目と展示技術〉。

1 館名サイ γ，2 プロローグ（新聞記事・

写真等のグラフィック）， 3 恐竜の足跡を発見

するまで（年表等）， 4 世界で、発見された有名

な恐竜の足跡（レプリカとカラーコルトン，世界

地図〉， 5 生物の移り変わり（絵画）， 6 a 山

中地溝帯（地図と復元模型で解説〉， 6 b 日本

列島の生い立ちと山中地溝帯〈ピデオ〉， 7 a 

山中地溝帯の化石（実物の化石）， 7 b 恐竜の

骨（山中竜のレプリカ〉， 8 白亜紀の瀬林付近

〈ジオラマ作動〉， 9 漣岩〈レプリカ〉，化石化

作用解説〈カラーコルトン作動〉と恐竜の速さ比

べ（カラーコノレトン）， 10 恐竜劇場（レプリカ

作動と音声入 11 エピローグ（ステ γレス板へ

絵と文〉
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ィックパネルで、解説している。

（同恐竜劇場のコーナーで，実物大のアロサウルスの全

身骨格が，音や照明をプログラムしたコンピュータシス

テムにより動く。これは，恐竜や中生代を遊び感覚で解

説したものである。

(E）恐竜や地質に関する資料を集めた閲覧室のコーナー

である。現時点では，完備していない。

（的エピローグのコーナーで，この館からのメッセージ

として，入館者に対して恐屯センターの意義を示してい

る。

(A）のコーナーに展示した世界の代表的な恐竜の足跡カ

ラーコルトンはいすやれもオリジナルな資料で，これだけ

の内容を集めたものは他に例がない。また，ここでは韓

国産の恐竜足跡のレプリカも展示している。（B）のコーナ

ーは，筆者の一人の松川の研究（MATSUKAWA, 1983) 

に基づくものである。瀬林層から産出する化石は，白亜

紀前期の当時に日本と韓国が陸続きで同じような環境で

あったことを示す証拠の一つであることを表わしてい

る。これは，当時の日本の太平洋側と韓国が陸続きであ

るという新しい解釈を示すものであるく松川・梁・小

畠， 1987）。ジオラマは，瀬林周辺の環境をかなり詳細

に復元し，従来のそれになかった「演出照明」により 1

日の光の変化を表現し， 「恐竜の吠える動作」をさせド

ラマ性を表現し， 「音響」 （波の音・恐竜の鳴き声・心

臓音〉により臨場感を表現している。（C）で展示されてい

る恐竜足跡の化石化作用の解釈（MATSUKAWAand OBA-

TA, 1989）は，恐竜の足跡研究の中でユニークな分野の

ものである。プラスチック製のレプリカは，漣岩の保存

対策のーっとして製作したものである（OBATA et al., 

1989）。（同は劇場全体のシステムをコンピュータで制御

し，アロサウルス，鳥，音，照明の全てをプログラム化

して演出している。アロサウルスはアメリカ自然史博物

館に展示されているものと同規格で，復元の忠実度は非

常に高L、。それは，口，頭，首，胴体が油圧を動力とし

て動く，烏は， hまねし鳥”と名付けられた架空の鳥で，

8箇所が動く。この劇場は，恐竜の中生代の解説をアロ

サウルスと“まねし鳥”の会話の中で行うもので，自然

史の事実に基づ、いた内客で、構成している。（F）では，この

館の設立に携わった者の考え方を示している。

4. 学問的進展と社会的事件との関係

恐竜の足跡の発見から恐竜センターの開館までの学問

的な進展と恐竜センター設立までの経緯は，表1に示す

とおりである。この表から，どの様な学問的進展が，ど

の様に社会的事件を生み，あるいは影響を及ぼして行っ

(37)-63 

たかという因果関係を読み取ることができる。

学問的な進展の主な主容は，（1）「瀬林の恐竜の足跡」

の研究を日本古生物学会とアメリカでの「恐竜の足跡と

生活痕に関する第1回国際シンポジウム」で口頭発表し，

化石化作用の解釈の論文（MATSUKA w A and OBA TA, 

1989）とレプリカの技法に関する諭文（OBATAet al., 

1989）をアメリカのシンポジウム論文集に投稿した。ま

た， 「下部白亜系瀬林層の恐竜足跡（松川・小畠， 1986

a）」の題名で“月刊地球”に論文を発表した。（2）「瀬

林の足跡の発見の思考過程」の研究を本学会で口頭発表

し，論文（松川・小畠， 1986b）で公表した。（3）「瀬林

の恐竜の足跡と外国産の足跡との比較研究」として，ア

メリカのコネチカット，韓国のものとの比較調査を行っ

た。韓国との比較では，そのなかに瀬林と同様の特徴を

持つ足跡のあることを見いだし，東京地学協会で口頭発

表し，論文〈松川・梁・小畠， 1987）を地学雑誌に投稿

した。これらの成果は，瀬林の恐竜足跡の研究がかなり

進展したことを示し，日本の恐竜足跡と恐竜の研究の発

展に貢献したことになろう。

センターの設立まで、の社会的経緯の主たる内容は，（1)

漣岩と恐竜足跡のレプリカが国立科学博物館のイグアノ

ドン展で、展示された。（2）中里村で，群馬県と中里村主催

の「瀬林の恐竜足跡や地質，恐竜のはなし，群馬県の地

質」の講演会が開催された。（3）センター設立を村議会で

可決した。（4）センターの展示のいっさいを乃村工芸社が

行い，その監修を小畠と松川が受諾した。これらは，セ

ンターの設立に向けて，行政関係者と研究者が段階を踏

まえて地道に努力したことを示している。

しかし，恐竜の足跡の発見から現在までに，いくつも

の問題点が生じている。それは，（1）学問的な事実と異な

る内容のパンフレットが発行された，（2）誤解を招く恐竜

の絵の描かれた看板や恐竜の置物が設置された，（3）漣岩

の周辺に景観をこわすパラック建ての店が設営された，

(4）村が恐竜王国を宣言して，その遊びのシンボルに恐竜

センターが使われた，（5）“恐竜まつり”が恐竜センター

の前で行われた。（6）恐竜グッズや農産物が恐竜センター

の前で売られていることなどで，学問性と遊び感覚が全

く分離されていない点である。

瀬林の恐竜の足跡は日本では初めて発見されたもの

で，日本の恐竜の生態を考察するうえや，当時の日本と

韓国や中国大陸との陸続き関係を推定するうえでの重要

な材料の一つである。また，それらの足跡の輪郭の不明

瞭さの解釈は，足跡研究のなかで研究の遅れていた“足

跡の化石化（タフォノミー〉”とし、う分野に一石を投じ

るもので，その学問的価値は高い。従って，私達は，こ
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表1 恐竜センター開揺までの経緯

ipj ザ：r.:J的進展 恐竜センター設立 生じた問題点 対処法
までの経緯

5 9. 3 －山中白ヨE糸の
目JI＇光一 I）（：切り

'1. －池岩の~）IJJ1t: . ( 
恐屯の足跡）

6 0. 2. －漣岩のシリコーン
型どり

3. r !i出屯の足跡の
発見』の英文論
文の公表

4 －新陪1・ラジオ・ ・学問的内容と異なる ・研究者のチェック

テレビで報道 パンフレットの発行 が必要
－恐竜の絵の描かれた
看板や置物の設置
・バラック建ての店が
漣岩周辺にできる

5. －日本古生物学会 －漣岩のプラスチック 多くの見学者が来る。

で口頭発表 製レプリカの完成 特に、 5月の連休に －駐車場と遊歩道
は約 5万人の見学者 の整備

7. －科博のイグアノドン
展で漣岩の恐竜の
足跡を展示

8. －日本地学教育学 ・漣岩が地学教育学会
会で口頭発表 の巡検コースに入る
・コネチカット産 ・学術講演会（於：中 －講演会とまつり
恐竜足跡との比較 里村）を”あゆまつり” の分離
研究（アメリカ） で実施

6 1 . 3. ・月刊地球に和文
論文公表

5. －アメリカのシン ・センター設立の内定
ポジウムで口頭発
表（アメリカ）

－地学教育に和文

論文公表
6. ・県・村・乃村工芸社

展示関係の打ち合せ
・小畠・松川監修を受

8. ・韓国産の恐竜足
跡との比較調査
（韓国）
9. ・センターの設立が村

議会で決定
1 0. －展示の基本計画完成．

6 2. ・展示物の搬入 －村長から観光優先
の政策が出される
・恐竜王国の宣言（県 －センターのシン
指導による） オ、ルマークを作り，
・遊び感覚と学問性と 王国とは別のもの
の分離ができない であることを示す
・”恐竜まつり”をセン 運動の計画
ターの前で行う計画

・恐竜グッズ．農産物
センターの前で販売

'1. . ~！ JH 地学協会 －展示物の完成 －センターの周りに恐 ・生じた問題点、の
で口頭発表 －工事の完成 屯の看板を設置する 解決を兼ねて、今

・最終チェック（小 ことの賛成・反対 後の運営・将来計
畠・松川・県・ 1・j • 画を審議する協議
乃村工芸社） 会を持つ（ 4者）
－開館（ 4月 29日） －センターと王国の －村で遊び感覚と

分離がされない 学問性の分離の世
・”恐竜まつり”をセ 論作りをする運動
ンター前で実施
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れを永久に保存するために，広く一般にその内容を正し

く伝え，理解してもらうことに努力する必要があろう。

恐竜センターは学問的な展示を行っており，その意味で

評価される内容を備えている。

それ故，学問的な内容の展示と学問的素材を利用した

遊び要素をできるだけ分離しておくことは，見学者に混

乱を生じさせないために必要で、ある。例えば，誤解を招

く恐竜の絵の描かれた看板や恐竜の置物は，見学者に対

して，漣岩に足跡を印した恐竜のイメージを無理にしか

も間違って印象づけることになるし，学問的な理解を歪

めることになる。しかしながら，恐竜センターの維持に

は予算が必要であるし，過疎化の進んだこの村の事情を

考慮すると，村おこしや観光に利用したいという行政的

要望もまた当然で、あろう。問題は，学問と観光の分離や

融合を，機に応じてどのように賢明に処理してゆくかで

ある。

5. 村民の意識

学術的財産を守ることと行政上の要望に答えるために

は，村全体の自然環境と村民の意識や考え方を理解した

うえで，長期的対策を押し進める必要がある。

恐竜センターやそれを核とする村の発展についての村

民の期待度を知るために，アンケート調査を実施した。

アンケートは，無作為抽出により，村民110人を対象に

した。これは，全村民 1,400人の約8%にあたる。

質問1. 年齢をお答え下さい（10代， 20代， 30代， 40

代， 50代， 60代， 70代〉。

結果 N=llO 

人数 % 

10代 7 6.3 

20代 7 6.3 

30代 29 26.4 

40代 22 20.0 

50代 20 18.2 

60代 19 17.3 

70代 6 5.5 

質問2. 性別をお答え下さし、。

結果 N=98 

人数 % 

男 56 57. 1 

女 42 42.9 

質問3. 恐竜センターの設立には賛成でしたか，反対

%
 

出

数
一
一
人

L

N

 

カ一た
一
果

し
一
結

で一

賛成

反対

82 

19 

79.6 

18.4 

中立 2 2.0 

c 1）賛成の方にお尋ねします。その理由は，
結果 N=l09 人数 % 

村の活性化 64 58. 7 

学問的財産を大事にする 22 20.2 

村にお金が入る 16 14. 7 

若者が流出しなくなる 2 1. 8 

その他 5 4.6 

(2）反対の方にお尋ねします。その理由は，

結果 N=15 

人数

人が来なくなった時の維持に困る 14 

研究者との接触は煩わしい 1 

質問4. 恐竜センターに期待するものは何ですか。

結果 N=123 

人数 % 

観光

村の活性化

学問的な財産

8
吐

唱

i

円

G

A
ι
τ
a
a
τ

円
ノ
臼

35.8 

33.3 

17.9 

村民の文化 9 7.3 

入場料 7 5.7 

質問5. 恐竜センターの設立で，村民の暮しは豊にな

ると思いますか。

結果 N=104 

人数 % 
は；L、 38 36.5 

L、L、え 65 62.5 

わからない 1 1. 0 

質問6. 恐竜センターを材料に村おこしをしたし、と思

いますか。

結果 N=99 

人数 % 
は，＼，、 73 73.7 

し、L、え 26 26.3 

質問7. 恐竜センターの見学者は村に何を望んでいる

と思いますか。

結果 N=117 

人数 % 

整備された恐竜センター 52 44.4 

村民の心からのもてなし 22 18.8 

漣岩周辺の景観，環境整備 31 29.5 

足跡を残した恐竜のイメージを損なわ 12 10.3 

せるような恐竜の看板や置物の撤去
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質問8. 恐竜センターを中心にした今後の活動や発展 (34.3%）ことを考えあわせると，中里村の地質や化石

を考えるため，村と県と研究者などの協議会で相談しな を初めとする自然環境を素材にし，それらを守りながら

がら知恵をしぼってゆくと良いと思いますか。 心からのもてなしをする観光行政を望んでいると解釈で

結果 N=95 きる。

はL、
人数 % 

86 90.5 

9 9.5 いいえ

質問9. 恐竜の足跡を発見したり恐竜センター設立に

協力した研究者達に望むことを書いて下さい。

結果

・村に対するアドバイス

・中里村内の地質と化石の学問価値の高揚と普及

．恐竜センターの展示内容の拡張

－観光的発展につながる相談相手

．漣岩の保護

・恐竜の骨の発見

・中里村での地質巡検や研究大会の開催

．研究者達とのセミナーや化石の鑑定会

・眼で楽しめるパンフレットの作成

－環境整備のアドパイス

以上の調査結果では，恐竜センターの設立に80%が賛

成し，観光や村の活性化に期待をかけている者が約60%

にも達する。これは，多くの村民が恐竜センターを核と

する村の発展を望んでいることを示す。しかし，人が来

なくなった時の維持を心配することや，水道の整備など

村の公共設備の整備を優先すべきだとの理由から，セン

ター設立への反対意見もあった。これは，恐竜センター

に投じた経費の額が1年間の村の財政の6分の lにあた

り，そのために公共設備の充実が遅れることに対する危

倶の意見を表したものであろう。この不安感は，恐竜セ

ンターの入場料にはほとんど期待をかけていないこと

く5.5%）や，センターができても村民の暮しは良くな

らないと思う者が60%弱にも及んでいることでも示され

ている。

センターに対する期待感と財政的基盤に対する不安感

の対照性からみて，村民の多くは心の豊かさを求めてい

ることが示されている，と判断できる。センターの充実

(44.4%），漣岩の景観や環境整備（26.5%），村民の心

からのもてなし (18.8%）が，センターを訪れる見学者

達が村に望むことであると，多くの村民が考えているこ

とも，そのことを裏書している。さらに，私達研究者に

対して，中里村内の地質や化石の学問的高揚と普及，村

民とのセミナーや化石の鑑定会，環境整備のアドバイス

などを願っていることも上記と関連する。しかし，セン

ターに対する期待として観光を挙げるのが最も高い

6. 見学者の意識

一方，恐竜センターの見学者の意識や考え方を知るた

めのアンケート調査も実施した。調査日は，昭和62年5

月22日から31日〈センターの開館から約1ヵ月後であ

る〉。対象者は，無作為抽出した107名で、ある。ここでは

アンケートの結果の主なものを示す。

質問1. 年齢をお答え下さい。

結果 N=l07 

人数 % 
10代

20代

30代

40代

q
L
n
G

ヴ

d
n
H
d

1

3

1

 

1. 9 

11. 3 

34.9 

17.9 

50代 28 26.4 

60代 7 6. 6 

70代 1 1. 0 

質問2. 住所の都道府県をお書き下さい。

結果

群馬

埼玉

東京

神奈川

長野

新潟

N=99 

人数 % 

72 72.8 

12 12. 1 

11 11. 1 

2 2.0 

1 1. 0 

1. 0 

質問3. 恐竜センターへは誰と来ましたか。

結果 N=98 

人数 % 

6 6.1 

38 38.8 

25 25.5 

3 3.1 

26 26.5 

子供

家族

友達

恋人

その他

質問4. 恐竜センターにくることが今回の旅行の第一

目的でしたか。

結果 N=94 

人数 % 

t工し、 44 46.8 

し、し、え 50 53.2 

(1) 第一目的の方にお尋ねします。その目的はどれで
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しょうか。

結果 N=59 

人数 % 
子供の宿題 2 3.4 

ドライブの途中の休憩所 7 11. 9 

§tiのタネ 38 64.4 

研究 1. 7 

(41)-67 

県民が，話のタネにすることを目的として訪れていると

判断される。その多くは家族か友達づれである。これ

は，恐竜センターが開館したばかりで，同じ県の中にで

きた新名所を見たいということなのであろう。見学者の

多くは，センター以外の中里村内の場所に立ち寄ってい

る。その結果，また中里村に来たいと思っている人が90

%以上もいることは，話のタネを目的として来た人が，

その他 11 18. 6 センターの展示にある程度満足し（95%の人が普通以上

(2）第一目的でな＼，~互主空空担L窒±。走車主J乙2-こ に評価している〉，中里村の白然や村民の気風などに良

に立ち寄った理由は，

結果 N=56 

通りがかり

釣り

数

0

1

人

2

% 

35. 7 

1. 8 

い印象を持ったと解釈できる。これは，町の人が村に求

めるのは自然の景観や村の生活であるという三浦(1987)

の調査結果と同じである。

7. 恐竜センターでの地学教育を

核とした村づくり

村民も見学者も中里村の自然や人との触れ合いを求め

ているので，これを歪曲するような観光優先の近視眼的

政策が取られることがあるとすれば，それに対しておお

かたが批判的で、あるのは当然であろう。これは，恐竜セ

ンターの維持やそれを核とする村の発展を考察する際の

基本的コンセプトになる。中里村は，日本で初めて恐竜

の足跡が発見された村で、ある。その足跡の学問的価値は

l背く，漣岩を初めとして，中里村にある学術的な財産は

守ってし、かなければならなし、。それには，漣岩の足跡に

ついて村民に正しく理解してもらうことが最低限必要で

ある。漣岩の見学だけで十分に理解できる人もいれば，

できない人もいるだろう。恐竜センターの展示は，漣岩

の見学だけでは不十分という人のために展示とし、う手法

を取って手助けをするものであり，さらに漣岩の足跡の

背後にある地質・古生物学的な情景の理解をより深めて

もらうためのものである。従って，漣岩や恐竜センター

が観光や村おこしのための目的のみに利用されること

は，本来の目的から逸脱する。

しかしセンターの維持や村・の活性化のことを考える

ならば，センターを観光や村おこしに利用するという思

考は，七政者としては当然で、あろう。問題はその利用の

仕方にあって，ここでの重要なことは，学術的な財産を

守っていこうとする姿勢が基本的にあることである。そ

して，観光や村おこしもこの基本姿勢に立脚していると

いうことが肝要である。公共建築物の新設により成功し

た町づくりの例として静岡県松崎町，香川県直島町や北

海道釧路市（松葉， 1986）が知られている。それらは，

ドライブの途中 19 33.9 

登山・ハイキング 。 。
その他 16 28.6 

質問5. 中里村の中で恐竜センター以外に立ち寄った

場所はどこですか。

結果 N=93 

人数 % 
51 54.8 

8 8.6 

14 15. 1 

17 18.3 

3 3.2 

恐竜の足跡崖（漣科〉

河原

民宿

その他

なし

質問6. 恐竜センターの展示はどうでしたか。

結果 N=97 

期待どうり

まあまあ

期待はずれ

人数 % 
q
h

唱

i

q

δ

円

J

n

b

33.0 

62.9 

3. 1 

その他 1 1. 0 

質問7. また，中里村に来たいと思いますか。はいと

答えた方は中里村のどこに興味を引かれましたか。

結果 N=78 

人数 % 

はし、 71 

L、し、え 7

－恐竜の村というイメージ

．自然、の豊さ

・村人の人柄

91. 0 

9.0 

・村おこしの意気 いずれもその土地その土地の伝統や文化の特性を理解し

・観光客に対するもてなしの気持ち て，それらを守り，住んでいる人が楽しい村・町である

川上の調査から，見学者の多くは20代から50代の群馬 ことを基本にして進められているのである。いずれも町
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長を初めとする行政担当者がこのことを良く理解して，

それに立脚してリーダーシップを取っているという事実

がある。

今後の恐竜センターの運営と維持を考えると，センタ

ーは中里村の健全な村づくりの一環として位置づけなけ

ればならなし、。村民の意識，町の人を初めとする見学者

の要望と村づくりの成功例を参考にすると，中里村の村

づくりには村の中にある学術的な財産・自然や村人の人

柄を生かすべきである。そして，村氏がこれらの意識を

持ち，村民自身で協議して理想的な村づくりを進めなけ

ればならない。しかし現実には，村民の中には地質や

古生物の研究者や村づくりの専門家はいなし、。そこで，

現時点では，村民，行政担当者，研究者，村づくりの専

門家による協議が必要になる。ここでの基本的な考え方

としては，村づくりには村民の意志が最優先されるとい

うことで，行政担当者，研究者，村づくりの専門家によ

る協議はあくまで村づくりの手伝いをするということで

あろう。具体的には，多角的な方面からの案をいくつか

用意し，村民に討議のうえで選択・補充してもらうとい

う方法が考えられる。

そこでの，私達地質・古生物の研究者としての基本的

姿勢は，（1）村民の文化意識の向上のための運動，（2）村内

いたる所にある地質や化石の素材やその意味の解説，保

護対策，（3）村を訪れる見学者に対する方法として，現地

で地質や化石を見て，考えて，納得できる巡検コースの

設定（これは，中里村にある地質・化石は，中里村の現

地でこそ最も有効に観察できることに意義を持たせる〉

などの学問的基盤に立脚し，学校教育や社会教育を配慮

した環境の整備された文化の香りのある村づくりのため

の案を示すことであろう。また，将来的には，中里村の

村民の中から中里村の地質や化石についての専門的な知

識を持つ人が育成されるようにしその人達が中心にな

り恐竜センターや漣岩の保護など中里村の自然環境の整

備と村づくりを進められるようになることが最も望まし

し、。

8. まとめ

(1）群馬県中里村に設立された恐竜センターの概要と展

示内容を紹介した。これは，村立の自然史展示館として

日本で最初のもので， “漣岩と恐竜”に関する情報を集

めた展示館で‘ある。恐竜センターは，また，村の活性化

を目的に設立されたもので，地質学的な発見が村の発展

のために利用されるという点で，学問が社会に還元され

た例で・ある。

(2）恐竜センター開館までの学問的な進展と社会的事件

〔地学教育

との関係を示した。学問的には，瀬林の恐竜足跡の輪郭

が不明瞭な理由が解釈され，韓国の同時代の恐竜足跡の

中に瀬林と同様の特徴があるものを見いだし，研究がか

なり進展したことを述べた。社会的事件として，学問的

な内容の展示と学問的素材を利用した遊ひ、要素が分離さ

れないイベントが催されたが，見学者に混乱を生じさせ

ないためには，学問的展示と遊びの分離が必要で・あるこ

とを述べた。両者を分離すること〈ある場合にはむしろ

融合させる必要もあるが〉は，学問的な内容を利用した

イベントや学聞が社会に還元されるときに最も注意しな

ければならない基本事項である。

(3）今後の恐竜センターの運営と維持のための方法を考

察した。その方法は，恐竜センターや漣岩の学問的な財

産を守り普及することと，自然景観や村の人々の人柄を

生かした村づくりを基本的なコンセプトにすることで，

村民の意志が最優先されるような行政的配慮、が必要で‘あ

ることを述べた。そして，地質・古生物の研究者として

の立場から，村の地質や化石の素材，恐竜センターを高

く位置づけた中里村の村づくりに関する基本的な姿勢を

示した。ここに議論した考察が政策面で－採用されるか否

かは，学聞が社会に還元される際に，社会教育上成功す

るか不成功に終わるかを実証する興味ある一例を導くで

あろう。
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常置委員会

日本学術会議は、日lj掲の持別委員会のほかに、 6つの常

置委員会を設置している。各常置委員会は、本会議の目的

及び職務・権限に即して、恒常的に調査・審議を進めてい

く必要がある事項について、個々の委員会の職務を明確に

した上で設置されている。各常置委員会の名称と任務等は、

次のとおりである。

．第l常置委員会（委員長：大石泰彦（副会長・第3部会員））

（任務）研究連絡委員会活動活性化の方策及び日本学

術会議の組織等に関することを審議する。

．第2常置委員会（委員長：星野安三郎（第2部会員））

（任務）学問・思想の自由並びに科学者の倫理と社会

的責任及び地位の向上に関することを審議する 0

．第3常置委員会（委員長： J度漫冨士夫（第7部会員））
（任務）学術の動向の現状分析及び学術の発展の長期

的動向に関することを審議する。

．第4常置委員会（委員長：樋口敬二（第4部会員））
（任務）創造的研究醸成のための学術体制に関するこ

と及び学術関係諸機関との連携に関することを

審議する。

．第5常置委員会（委員長：市！II惇信（第5部会員））

（任務）学術情報・資料に関することを審議する 0

．第6常置委員会（委員長：染谷恭次郎（第3部会員））

（任務）国際学術交流・協力に関することを審議する。

これらの常置委員会は、昨年7月、第14期発足の際に、

委員を決定する．とともに、役員を選出して、直ちに活動を

開始した。各常置委員会は、上記のそれぞれの任務に従い、

また、前期からの委員会ごとの申送りを尊重しつつ、さら

に、第14期の全体の活動計画に沿いながら、第14期の活動方

針及び活動計画をたで、それに基づき鋭意活動を進めている。

これらの常置委員会は、第13期には、勧告、要望あるい

は見解等をとりまとめるなど多くの成果をあげたが、第14

期の活動も注目されるところである。

平成元年（1989年）度共同主催国際会議

世界の代表的な科学者が一堂に会し、最新の研究情報を

交換する学術関係の国際会議が、我が国でも数多く開催さ

れている。日本学術会議では、これらのうち、毎年おおむ

ね4件について関係学・協会と共同主催している。平成元

年 (1989年）度には、次の4国際会議を開催する。

．第14回高エネルギー加速器国際会議

・開催期間：平成元年8月21日～26日

・開催場所：学園センターピル等（つくば市）

・参加者数：国外 300人、国内 250人、計 550人

・共催団体：（社）日本物理学会

・第40回国際電気化学会

・開催期間：平成元年9月17日～22日

・開催場所：国立京都国際会館（京都市）

・参加者数：圏外 200人、囲内 350人、計 550人

・共催団体：（社）電気化学協会

・第7凶国際人工臓器学会世界会議

・開催期間：平成元年10月1日～4日

・開催場所：京王プラザホテル（札幌市）

・参加者数：国外 300人、国内 700人、計 1,000人

・共催団体：日本人工臓器学会

．第9団結品成長国際会議
・開催期間：平成疋年8J120日～25日

・開催場所：ホテル仙台プラザ（仙台市）

・参加者数：国外 300人、囲内 600人、計 900人

・共催団体：日本結品成長学会、 （社）応用物理学会

〔地学教育

二国間学術交流事業

日本学術会議では、 二国間学術交流事業として、毎年2

か国を選んで代表団を派遣している。その目的は、 「諸外

国にむける学術研究の動向及び現状を把握するとともに、

学術研究に関する基本的、全般的事項について相手国科学

者等と意見を交換することにより、我が国の学術の整合的

な発展に寄与する。」ことにある。

この事業は、昭和58年度から実施されており、これまで

にアメリカ、マレーシア、西ドイツ、インドネシア、スウ

ェーデン、タイ、フランス、大韓民国、連合王国、シンガ

ポールの10か国に代表団を派遣してきた。

昭和63年度は、 10月29日から11月7日まで、チェコスロ

パキア及びポーランドヘ、会長以下6名の会員から成る代
表団を、また11月27日から12月4日まで、カナダへ、会長

以下5名の会員から成る代表団をそれぞれ派遣した。
各代表団（j:、訪問国において、科学校術政策や教育をm
当する行政機関、研究所、大学等を訪れ、関係者との聞で

学術関係の情報交換を行うとともに、両国の学術研究の問

題点等について意見交換を行った。

チェコスロパキア及びポーランドでは、本会議としては

初めての社会主義国の訪問であり、各訪問先で、今回の本

会議代表団の訪問はこれら 2か国それぞれとの聞の学術交

流について新しい段階を聞く契機となり、非常に意義深い

ものであることが強調されるとともに、政治・社会体制を

超えた学術交流の在り方等について、熱心に意見交換が行

われた。

カナダでは、各訪問先で、近年の我が国の産業の予告肢と

科学技術の役割の観点から、本会議の役割と活動を含め、

我が国の学術体制に閲する質問が多く出されるとともに、

両国間の今後のより積極的な学術交流・協力をめぐって活

発に意見交換が行われた。

今回の成果は、代表団訪問時だけのものではなく、本会

議と訪問国関係諸機関との今後の継続的な交流への発展、

相互理解の促進・緊密化等の形で現れてくるものであり、

我が国の学術研究の国際交流・協力の進展に大きく役立つ

ものと期待される。

「熱工学の研究動向と熱技術の進展J
の刊行

本書は、本会議の熱工学研究連絡委員会が、関係学協会

の協力の基に刊行した「熱工学白書」ともいうべきもので

す。 〔l冊 1,000円（送料 200円）〕

※本書は、 〔！！1〕日本学術協力財団で取り扱っています。

第2・第4土曜日閉庁の
お知らせ

「行政機関の休日に関する法律」の施行に伴い、

日本学術会議事務局では、本年1月から毎月第2・
第4土眼目が休みとなります。御理解、御協力をお
取れ、いたします。

了一日正見コぶ：戸高；：工~－；-c;二五三寸j
1 お寄せください。 l 
l 〒106港区六本木1-22-34 I 

しiさ竺警竺空三竺：＿＿~~.竺L竺Ij
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探究能力の育成を図る地域自然の教材化の研究

一一中学校「大地の変化」の場合一一

秦

1. はじめに

子供達が自然に対し興味を懐き，生き生きと自然を探

究し，学習内容をイメージ豊かに獲得していくような授

業はどのようにしたら成立するであろうか。

理科の地学領域の学習は野外科学を基盤としており，

その多くは本来教室の外で自然の事物現象を取り上げ，

それをじっくり見せたり触れさせたりすることが重要視

される必要がある。小・中学校の学習指導要領理科編

(1978，文部省〉においてもそのことが取り上げられて

きているが，実際，教育現場では野外学習を敬遠する傾

向が強い。この自然の中から学ぶことを遠退かせる原因

の一つには，時間不足を理由とした見かけ上の能率主義

があり，他の一つには，教師自身の地域の自然に対する

知識不足と具体的自然を観察探究する能力が不足してい

ることへの不安感がある（1987 岡本，木村，秦〉。そ

こから帰結されるものは，便利な教具による効率的に見

える教室内学習である。たとえ，野外学習が行なわれる

場合でも，教室学習で、得た教科書的知識の強化のためで

あったり，単に露頭をながめるだけに終始する場合が多

い。このように，じっくりと自然を観察する中で、子供た

ちの問題意識を広め深めて行くような学習形態は少ない

のが現状であり，そのような研究も極めて少ない。

そこで，本論では島根県松江市周辺の地域素材を取り

入れた地学単元の学習を取り上げ，地域の地学的自然の

探究学習について，その構想と実験授業について報告

し地域の地学的自然を取り入れた探究学習の在り方に

ついて考察を加える。

2. 探究学習と地学的自然の教材化

自然の探究は，本来人間の自発性によるものであり，

主体的創造的活動がその本質である。このような探究活

動を内から支えているのが興味・関心，意欲，価値観，

態度といった’情意で、ある（1973，ブルームほか〉。それ

らのうち，子供達が実際の理科学習場面において興味・

関心，意欲，感動などをどのように懐くのかを調査した

ことがある（1979，奥田， 秦， 横路〉。その結果を表ー

＊島根大学教育学部 1988年10月10日（再）受付 10月14日受理

明徳＊

1に示す。

この調査から子供達の情意を高める学習の在り方とし

て次の点が指摘できる。

(1) 課題に必然性があり，内発的に動機づけられ主体的

調査問題

Ivあなたが
やる気が

おきない

時はどん

な時です

か

表－ 1 理科学習における情意

回 答

1. わからないとき 1 23 : 26 : 

2. 説明だけのとき ; 24 : 24 i 

3. 興味・関心のない内詳のとき i 22 i 11 

4. 体調がよくないとき I 12 I s 
5. t受業の雰日干！気が腐り上がらない！

3 5 
とき lーいじ J

調査対象島根大学教育学部附属中学校

2年生 87名， 3年生 82名

調査方法 回答は自由筆記により行い，各調査問題毎

に回答数の多い内容から 5つを選択した。
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に学習することが保障されていること。

(2) 多様な体験が準備され，未知なる世界に対するわく

わくするように挑戦性を備えていること。

(3）課題が適度な困難性を持ち，頑張ればわかることが

保障できること。その結果として，自分の努力に対す

る成就感・充実感を伴うこと。

このような生徒の情意の育成の条件を整えることは，

探究学習を成立させる上において最も大切な要件のーっ

となる。

ところで，地域の地学的自然を探究学習の素材として

取り上げる場合，その特質に関して次の 3点に留意した

L、。

(1) 自分が生活をしている場所を取り上げるので，自然

を生活との関わりで捉えることができる。また，毎日

見ているはずの自然の姿に意外な事実を発見し，興味

を深めることが多い。

(2）地学領域は，本来，地域性と歴史性に立脚する学問

である。従って，具体的な地域の自然を探究すること

を通して，初めて地学的研究の手続き・方法・態度に

触れることが可能となる。地形や露頭

の観察を出発点として，地域の生い立

ちを探る学習の中では観察能力を始め

として帰納・演鐸，分析・総合，抽象

化等の能力を用いた総合的な思考力が

要求される。このことから地域の地学

的自然の探究は科学の方法を学ぶ探究

学習に大変適している。

(3）地域素材を取り入れた学習を探究の

科学として成立させるためには，探究

して行くことに楽しみがわくようなス

トーリー性を備えた教材構成となるよ

うに準備しなくてはならなし、。生徒に

豊かなイメージを懐かせ，納得の行く

形で郷土の自然の生い立ちについての

認識を得させるには「現在は過去を解

く鍵である。」の言葉の如く，現在の

地形と生起しつつある現象に基づき，

郷土の昨日はどうだったか仁一昨日

はじその前は？と時間を遡って探究

して行くことが有効で、あると考える。

その各段階のイメージとその根拠を確

実にすることにより，自ずから郷土の

生い立ちを編むことができるのであ

る。

以上の視点に立ち，生徒の探究に関わ

〔地学教育

る情意を大切にすることと地域素材の持つ特質を生かす

ことを絡ませながら学習を進めていく時，真の意味で、の

探究が成立するのである。

3. 学習素材としての松江地域の地形と

第四紀堆積物

(1) 段階状の地形

松江地域の丘陵地は数段の平坦面を有しており，肉眼

的にもよく識別できる（写真一1）。そのうち，特に面

の発達がよく，連続性が確認できるのは，沖積面，乃木

丘陵面（15～25m），および山廻丘陵面（40～50m）で

あるく図－ 1）。これらのうち，沖積面は沖積層に，乃

木丘陵面が乃木段丘層に，山廻丘陵面が山廻段丘層にそ

れぞれ対応している。従って，この地形的特徴を用い，

各生徒の住んでいる場所はどの面に当たるかを調べさせ

たり，この地形面がいつ，どのようにして形成されたの

かを予想させることは， 「松江地域の生い立ちを探る」

学習の流れを本質的に指し示す意味から，また，生徒の

興味を引き出し，学習の動機づけを行なうとL、う意味に

l. 山地

2. 山廻丘陵

3. 乃木丘陵

4. 沖積地

図－ 1 松江地域の地形

山廻丘陵

写真一1 松江南地域の地形
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写真一2
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乃木層の露頭

風化程度から見て，高位段丘層のーっと考えられ

る。

2.0凶 ／ーーーー一ーーー－ーー
↓ ／ー－－ー一ーーーーーーー＋介、色～しもふりすid~lt'':

本層が形成する地形が極めて平坦で、あり，松江市

民の重要な生活の場となっていること，露頭が豊富
2.0m' 「一二二 ··~ －.－.~.－－－砂肘Fo 0 0 0 0 0 0 →附

/ _<f!i.】円P撃を Hf：とし、 ljl
I ／。 。 。 。 。 。 。 。 ～人ー燦よりなる？ 安山

にあり，その広がりが確認しやすいこと，諜種や風

化の住方など発展性のある問題を含んでいることな

ど，本層は地学的素材として優れた点が多し、。s.o ml / o o o "' o 。。 。山、硝打、［l1'Ut火{ tl1~·；匙i等ω般かみられ， (3) 山廻正陵面と山廻層i 0 。 。 。 。 。 。 。 る。全体にくさり撚化
I し、 Jill表にjLiぃ；三と凪 山廻丘陵面は宍道湖の両岸に東西方向に広く分布

する海岸段丘からなる。大部分は浸食海岸段丘であ

るが，河川流入域においては堆積層が発達してい

る。松江市周辺の山廻層は乃木層より 15～20m高

10  。 。 。 。 。〆 了ート一空一一－~o イU受：大となる。
三三・一三工、制：何回ii！行？

図－2 乃木層の露頭スケッチ

おいても優れた素材で、あると考えられる。

(2) 乃木正陵面と乃木層

（内Jよ、：｛＇／.－！；

本段正層は層厚が約8～IOmあり，下部から醗層・砂

層・粘土層の1サイクノレであるが，一部は2サイクルと

なっている（写真一2，図－2）。本層は宍道湖・中海

低地帯沿いの丘陵上に分布しているが，特に松江市浜乃

木町から古志原町，大庭町周辺まで広く分布し，河川争

奪により浸食を免れたため，地形面の保存がよし、。本層

の下部を占める磯層は，大別して，花崩岩類，流紋岩

類，安山岩類の3種類から構成されてし、る。一般に醸の

円摩度は高く，亜門醗が大部分を占めている。

諜の大半は“くさり操”化しており，風化程度は上部

ほど高い。また，粘土層の最上部1～1.Smは， 赤色土

ないし赤色網状の斑紋が発達している。さらに，松江市

周辺では，大山松江軽石層および三瓶山木次軽石層が本

層を不整合に覆っており，本層堆積後，大山松江軽石層

が降下堆積するまでに，本地域が亜熱帯～熱帯気侯条件

下におかれた時期があったことを示唆している。本層は

位にみられ， 層厚約Sm程度で下部から際層， 粘土層

の1サイクノレで構成されている（写真一3，図－3）。

際層は 5～6mの層厚を持ち， 周辺の基盤岩から供給

された亜角諜がほとんどである。 “くさり諜”化が進

み大半の諜は， その中心部分まで風化され粘土化して

いる。また，醗を取り囲むように厚い白色の粘土膜〈ハ

ロイサイトフィルム〉が形成されているのも特徴的であ

る。粘土層は2～3mの層厚を持ち，全体が赤色化を被

っている。さらに際層の上部まで赤色土化が及んだ露頭

も多し、。本層も乃木層と同様，大山松江軽石層および三

瓶山木次軽石層に覆われている。本層は，その風化程度

から乃木段丘層よりもその形成時期は古いが，大きく捉

えると高位段丘牒層の堆積時期に一致する。乃木段丘層

と山廻段丘層は，一見非常によく似た地層でありなが

ら両層を比較観察してし、くと，両者の相違点が明確に

浮かび上がってくる点で優れた素材であると考えられ

る。

(4) 犬山松江軽石層（DMP)
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写真一3 山廻層の露頭

，－－一一 二二二ニー 崖錐

15mトー一ーーーー一一一一一一ー赤色化粘土層

亜角様、大破が多い。
Oo  0 0 D 0 Q ＿..・安山~Q撃が主。

礁のまわりに白色の
6ml o 0 a D 0 o ノ、ロイサイトフィルム、

くさり様化している。

凶兵三ι与ら己主与与三f謀長聖：諸説；。
ミユミ二こ，二Fこ人ユミっこ「こァミニヘ 多い。 7 トリ1ノz_ス

／ J ラ／ ＼はアルコーズ砂質

6m 

不門ヂグy . Y、警居手粘土帯（布
一一ー灰色泥岩（布志名層）

を進める。

沖積層を素材とする場合，ポーリング試料に基づき思

考することになり空間認識が得にくいという難点がある

にもかかわらず，歴史的に最も新しいこと，自分たちの

生活の場の地下であるということに子供達が親近感と好

奇心を懐き易いことなど素材として優れた点が多い。

4. 「松江の生い立ちを探る」の授業構想

以上3で、述べて来た素材を生かしながら，松江地域と

いう郷土の数十万年前から今日までの生い立ちを捉え，

それを4小単元に分け，教材化を試みた。

図－3 山廻層の露頭スケヅチ 小単元「松江の地形の特徴」では，まず生徒たちの生

活の場である松江地域の地形を観察させ，階段状の平坦

黄櫨色粗粒の降下軽石層で、層厚は50～lOOcmで、ある。 面に着目させる。この平坦面を形成した作用を過去に遡

重鉱物組成としては角閃石を優勢鉱物とし，黒雲母，磁 り推論していくことにより，松江の生い立ちを明らかに

鉄鉱を含む。本層は赤色風化を被った乃木層や山廻層を しようとする動機づけをなすものである。

不整合に覆い，三瓶山木次軽石層に覆われている。 小単元「、河川のはたらきと地形変化」では，出雲地方

(5）三瓶山木次軽石層（SKP) に広い流域を占める斐伊川水系を中心材料として，現在

小豆大の白色軽石層で層厚は50～150cmである。重鉱 進行している地形変化を捉え，河川の三作用，地形形成

物組成としては黒雲母を優勢鉱物とし磁鉄鉱を含む。角 のメカニズムについてダイナミックに把握させていく。

閃石はほとんど含まない。 DMPに比し石英が多い。 小単元「松江平野の形成過程」では，沖積層としての

これらの軽石層の存在は三瓶山や大山の火山活動を非 松江平野の形成過程をボーリング試料，基盤深度図，海

常に身近なものとして感じさせる。また，自形結品を多 水準変動図から明らかにしてL、く。

く含む点から，鉱物学習の優れた素材で、ある。 小単元「乃木層の形成過程」では，洪積世高位段丘に

(6）松江平野を形成した沖積層 相当する乃木層の形成過程を中心として，地層の様子や

松江平野の地下には，基盤岩にあたる新第三紀層を不 その広がりを実感として受け取る体験を重視しながら学

整合に覆う地層が発達している。地域的な変動もかなり 習を進める。特に本小単元では，個々の生徒の問題意識

あるが，一般に下部から砂操層，粘土層，砂層により構 を大切にし，自分なりの追求ができるような場面を保障

成され粘土層中にはアカガイやシジミなどの”化石を合 していく。

む。これらのうち砂際層及び粘土層の一部は洪積世の堆 このようにして，地域性と歴史性に裏付げられた松江

積物である可能性があり，詳細な吟味が必要である。こ という特殊な一地域を学習することにより，地域の特徴

こでは，基盤岩を覆う堆積物全てを沖積層とみなして論 を把握するとともに，地域を超えて成立する地形変化や
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表ー2 目標分析表単元「松江の生いたちを探る」

地層形成についての一般法則性をも把握することが狙い

となる。

以上の観点に立ち行なった目標分析と指導の流れにつ

いて，表－2，表－3に示す。なお， 目標分析表中の能

力目標の分類についてはB. Sブ、ノレームほか（1973）の

分類基準を参考にした。

5. 授業の実際

本授業は島根大学教育学部i付属中学校3年生を対象と
して行ったものである。本論ではそのうちの一学級の授

業を中心にして報告する。

(1) 松江平野の形成過程についての学習

（ア〉 松江平野の地下構成物と形成過程についての予

想

松江平野の地下の様子を予想して図を描かせたとこ

ろ，一名を除いて全員が堆積物でできていることを指摘

したっその堆積物の供袷i原やその形成過程についてどの
ように考えているか各個人の予想を学習ノートに書かせ

たところ， 12のタイプに分類できた（表－4）。①～⑥

のタイプは，松江平野に土砂を運び堆積した河川や堆積

盆について具体的に触れているのに対し，⑦～⑮のタイ

プ。は抽象的なイメージのみをあげている。また，土砂の

供給源と堆積のメカニズムの両方に触れている者はまだ

7名にすぎない。そこで，松江平野の地下の様子を予想

した根拠を出しあいながら全体討議を行い，イメージの

具体化を図ろうとした。その結果，子供たちの思考は大

きく揺さぶられ⑬～③のタイフ。へ変容した。

この段階で「どの説が正しいか確かめるにはどんな方

法があるか。」の問いに対し 9つの方法が示された。

その中で最も多かった「地下をJillる」という考えに従
い，ポーリング試料の観察を行なうこととした。

松江日赤病院の地下ボーリング試料を観察させ，さら

に同地点から掘り出されたアカガイとシジミの化石を観

察させた。次に，松江平野の 6地点の地質柱状図をもと

に，推定断面図を描かせた。その結果，松江平野は，そ

の中央部に谷形地形を有する基盤があり，その上に砂傑

周一粘土層（下部にアカガイ，上部にシジミの化石を含

む。〉ー砂層の順番にほぼ水平にJ住積している事実を確

認した。この事実を制約条件として 松江平野の形成過

程を推論した。その結果はa～事の 4タイプとなった。
各タイプぬの発表を基に討議する中で，基盤上に発達する

谷地形ばほんとうに旧河川跡と考えて良いのか，当時の

海水準はどれくらいのレベルにあったかが問題となっ

た。そこで，出雲地方の沖積層基盤深度図を示すととも

に，海水準変動図， 2万年前の古地理図を与え，最終氷

期の出雲地方を東西に流れ下る河JI！を推定させた。
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野の形IJ¥i.i掛引の到達ll燃か達成されたか。 ノ

ヒ

適切なスケッチができたか。

各層の憐成物の解説をする。

諜極別追究

c H：どんな推論ができたか。
ヒ：海水準変動のレベルと時期。

c H：適切な般論になったか。
ヒ：乃木版と総iJ－￥野の形成時期の注抑止、地形の
ょうす、泌水準変動凶、堆縞物のちがし、なとか
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総｛＇；何千価
J'J本同形成時から松江平野の形成までをイラス

トで表現。

CE 

ヒ

CH 

補

ヂ二面
l推論についての証明・討議｜

七F
沖積層基盤探度図・海水準変動凶からどんなことが分か

るか。

宅二~
ボーリング誠二扇面都度菌帝京語覇商司
松江平野の形成過程を推論しよう0 ． ｜ 

芋白
推識の発表

〈：て延~
l乃木地域の丘陵はどのようにして石蔵王五五百古ろうか:i

I 露頭写真を見て、簡単な露頑凶を錨こう。 I 

~士二：匡函
円~層丙形面遍雇吾房r;玉、にするために、どんな問題を i
i 持ち、どんなえl法で解決するかc ｜ 

子こ白
乃木！吾の露頭を観察し、認泊のスケッチをし、各層の特

徴を需とう。

学 習計画

松江の地形の特徴 （省略）

流水のはたらきと地形変化 （省略）

｜松江平野はどのようにして形成されたのだろうか。一I

．松江平野の内部はどのよ令になっているのだろうか。

予想し図示しよう。

78-(52) 

（
日
）
（
お

平

松

野

井3

h主

過「
山
町
時
h
W
A
倍以
F

J

川
町
ハ
町
民
卑
」

E
K駒
山
』
阻
か

江

4.5 
、、J

乃

木

層

の

形

m
l
w帆



42巻， 2号， 1989〕（53）ー79

表－4 「松江平野の形成過程」の学習における思考の流れ

ゆさぶり 〈指場者側から〉

思考の変容
（予銀〉

。，
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’’’’
a
 

f

』，．
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．出露風土.IC・E剖
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·／＇；~II '11野にtiff人するl1l
fo")JI iの淘食
・海水町固の変化置と崎代
．今と跨の筒形凶のIt絞
．化石のt¥取
・火山噴火の時代（三a
11J・ 大山｝
・鳥観半島の成立時期

ポーリング資制からの
僧定と婦問

・＂＇震が谷地形をしてい
るのは当時の河川の島
と湾えてはどうか．東
から西へI盲円、かはり
大きな河川晶：111定でき
そうだ．． 

・描画面がいつごろどれぞ
らいの変化をしている
のか、また、それはIJ,
ぜかg
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一一一一一一一三竺＿l'l~－－－－－－· j~·L.H. 択させ問題別の追求グループを編成した。

そのグループで，周辺に分布する露頭を観

察して歩き，疑問を解決するとともに，必

要に応じ試料を教室に持ち帰り，実験観察

をした。各グループの追求課題と結果を表

-5に示す。

日寺l主家ヨ吋万界的．地域i手氷河期に箇l台、江送人ていた．そ
して②てもわ力、るようl二歳二ごエか.s大ヰ主的方ti!>へ陶l代大宅1
2川市Z化t!<.<:111三．ヤT方2平析か~~~－右l平岡b にかけて遺産宣面t

各グ、ノレープの追求結果を発表した上で，

乃木層の形成過程を推論しあい，各自がイ

ラスト入りの物語にした。この際，松江平

野の形成過程が十分推論できなかった者に

対しては，各人のつまづきを分析しながら

個別指導を加え補充を図った。

6. 授業の評価と考察

(1) 認知領域の評価
乏生三~J事雪下－~·~：わり？． －一一ー一一 松江平野の形成過程についての学習終了

後，形成的テストを実施した。形成的テス

モの~－方〈面司、下力叫リ組合併て．とうとう '7;よ＇I ~.2乍tく ： 

ムど笠王空手？乞う）＿＼；~ ヒ比較的車工1噴の井貴主~~：
る．ょっセ坊の履かたI＼積 L"fとのτ·~ら~·今度の州合！
1立．劇＂＼－ 000卑何lへ－ 2000専向~＜らいの閣に.~3帆 i
くらいたH非負L1とヒ..'Cl; 的帆~· ー｜

乏して規在l志・人里桟か量土台量し支のLです壬旦！
ム虫色三塁~：.主主t..＇.~'.'Y1台育屯坦写c~.？＿！.~店主主；
也、3人 I~~、 1て訊ヨラ•I立たして・三小平和 I~~＇コミ主 ； 
で~~＜，：；~iら”一・ ； 

トの結果，どの目標に未到達であるかを表

-6のスケイログラムに示した。本単元の

最低到達目標は，堆積作用のメカニズムが

具体的地層の形成過程に正しく適用できる

までとした。テストはその認識が成立する

図－4 松江平野の形成過程（生徒作品〉

以上の資料がそろったところで，総合的に推論する活

動として松江平野の形成過程をイラスト入りの物語で表

現させた。図－4に一例を示す。この物語の内容をチェ

y クしたところ，②～⑧の4タイプとなった。この段階

で，松江平野の形成過程について正しく推論できていな

い者は⑧～＠の11人である。彼一等は出雲地方に生じた地

表変化について具体的なイメージを持てないでいる。

(2) 乃木層の野外観察

乃木層の野外観察学習は，小単元「松江平野の形成過

程」で行なった地層形成のメカニズムの学習を補充し，

深化するとともに，五感を総動員し自然そのものに働き

かけることにより，地層形成に関わる時空認識をよりリ

アルに捉える学習の場として位置づけることができる。

教室で乃木層の露頭スライドを見せ，各自が調べてみ

たい点を意識化させた上で、野外に出かけた。まず，乃木

層の中でその様子が最も典型的に見られる露頭を選び観

察させた。露頭から少し離れて全体の様子を観察しスケ

γチした後，地層に直接触れ五感を生かしながら細部に

わたり観察しその結果をスケッチの中に書き込んだ。

この観察をもとにその場で全員で討論し，乃木層の特

徴を明らかにするとともに，観察する中で、生じた疑問を

出しあった。その中から各自の最も追求したし、問遁を選

ための基礎となる目標分析表に掲げる目標

に対応する内容を選び実施した。その結果，松江平野の

諜層・粘土層・砂層の形成過程について正しく説明でき

ない者が13名いること，また， 目標⑥～⑫の聞にはかな

り高い階層性が存することが明らかになった。

乃木層の形成過程についての学習終了後，最低到達目

標に未到達であった者に対し，再び形成テストを実施し

たところ全員が解答でき最低到達目標に到達で、きた。

(2）情意領域の評価

本単元終了後アンケート調査を行った。 「教科書の資

料やそれに準ずるスライドなどを用いる授業と，今回の

ような郷土の自然を用いてやる授業とではどちらがよい

か。」との質問に対し， 44名中37名が地域教材を選択し

た。今回の授業の方を選択した者は「自分で見，考え，

具体的に追求できること，実感があること，楽しく体で

覚えられること」などを理由として上げている。一方，

教科書教材が良いとする者は「簡単で分かり易いこと，

予習復習ができること」を理由に上げている。

本単元について学習者の探究に関わる情意を第2章で

述べた視点から 5段階評定尺度法を用いて自己評価させ

た（表－7）。内発的で主体的な学習であったかどうか

については1～4項目，学習材料の未知性，魅力につい

ては5～7項目，よくわかり納得のし、く学習であったか
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表－5 「乃木層」についての疑問と追求結果

火山灰グループ （16人） 醸グループ（ 10人） 粘土グループ（5人） 基盤クツレープ（ 13人）

。火山灰である証拠は何だ 。擦の種類や円磨度は o赤色粘土、青白粘土 。基盤の地形はどうな
ろう。 どこでもら］じだろう は lつの層だろうか。 っているのだろう。
。火山灰が2層に見えるが、 か。 oど乙の粘土層も赤い 。基盤をつくっている
ちがう届だろうか。 。磯種や円照度から供 か。 泥岩は、いつごろ、
。火山灰はどんな所に積る 給源としての元のJll1 0なぜ赤色化したのだ どんな環境で堆積し
だろうか。 は推定できないだろ ろうか。 ｜ たのだろう。

うか。

。火山灰の層を追跡すると o醸の種類は流紋岩、 cどの露頑でも、粘土 o基盤の高さは乃木層
その粒子は細粒均一であ 安山岩、花岡岩だが 層の上部は赤くなヮ が堆積している所は、
り乃木層の上には、ほと 地域により（流紋岩 ている。 標高約10mぐらいで
んど 2層ある。 ＋花白岩＋安山岩） o赤色粘土は、水素と 等しいが、乃木層が
基盤が乃木層よりも高い タイプと（花筒岩＋ 反応させ還元すると、 切れる所で急に高く
ところではその土日あ｜ 安山岩）タイプに分 青黒い粘土となるの なっている。
る。松江平野のボーリン けられ、 2つのJI！か で激しい風化作用に 。泥岩からは、ホタテ
グコアにはなし、。 ら供給されたように より鉄が酸化して、 ガイやサメの歯など
。火山灰は水洗いすると、 考えられる。 赤色lこ変化したため の化石が出てきた。
軽石と鉱物が残り、上の 。円磨度は亜角礁～亜 生じたと考えられる。 o泥岩はかなりかたい。
事実と合わせると、火山 円礁である。
灰であることがわかった。
鉱物の組合せが 2層では
異なる。よって 2層は異
なる火山起源で、あろう。

表－ 6 形成的テストスケイログラム 表－ 7 「松江の生いたちを限る」の学習についての自己評価

目標 。＠l@!<V!@
2 

生一一
3 

4 

徒 5

6 

7 
番一一
8 

9 

号 10

11 

12 

ち段階評定尺度 ち 4 3 2 1 平均｜｜上4以% 

1 自分から積極的に学習を続的ピ 7 却 16 0 1 3.7 61 

2 自分の考えて’実験観察ができた 11 お 10 。。 4.0 77 
3 自分でよく考えることができた 8 22 11 3 0 3.8 68 

4 この単元は大切な学習だと思う 17 14 11 4 0 4.1 70 

ラ 興味のもてる学習内容だった 18 18 5 3 0 4.1 82 

6 未知との出会いが多かった 19 18 ち 2 0 4.2 84 

7 楽しい学習だった 18 16 4 6 0 4.0 77 

8 目標がしっかりつかめた 5 27 11 1 0 3.8 73 

91よくわかる学習だ‘った 9 22 9 4 0 3.8 68 

ついては評価が高い。さらに認知に対する成就感と学習

の楽しさとの関わりを図－5に示す。楽しく良くわかっ

たとしている者が多かったが，理解度が， 2, 3で，楽

しくない方へ反応している生徒が注目される。これらの

生徒は他の興味や意欲に関する項目についても低い評定

をなしており，探究的な学習を構成する場合，わかるこ

とを保障することが他の情意を高める大きな要因となっ

どうかについては8～9項目に対応する。全体の傾向と ていると考えられる。

して各項目とも概ねプラス傾向（評定段階4' 5）を示 「もっと追求してみたし、課題は何か」とし、う質問に対
しており，マイナス傾向（評定段階 l, 2）を示す者は し， 「基盤の形成から今日までの歴史，乃木層中の化
極小数である。そのなかでも学習材料の未知性，魅力；こ 石，松江平野のシジミなどのもっと細かい種類の調査，
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わかった

楽しく
ない

① 2 

1 
わからない

図－5 認知的成就感と楽しさの関係

0内の数字は人数を示す

乃木層の広がり，旧河川の追跡，火山灰の分布と起源，

気候変化の原因，地層形成に要する時間，乃木丘陵面よ 4 

り高い平坦面の成因，際の風化，未来の松江，松江の南

地域と北地域の比較，自分の家の周りの地層」などと答 3 

え，ほとんどの子供が多くの具体的課題に目を向けてい

る。

単元構成の在り方と情意の深化について検討するため 2 

前述の流れ（A案〉に対し，次のB案を他学級で実施

し，両案の比較を行った。

CB案〉 「松江の地形」一「乃木層の形成過程」（「河

川の働きと地形変化」を含む〉一「松江平野の形成過

程」

A・B案ともに各小単元終了後に松江の生い立ちの学

習に対する興味，自分から進んで追求しようとしたかど

うかという意欲について5段階自己評価を実施し，その

推移を検討した。その結果を図－6に示す。最初は学習

の進行に連れてA, B案とも興味が増加した。特にB案

では乃木層の野外観察の段階では44人中40人が4以上を

選択している。ところが，乃木層の形成過程を編む段階

になると，男子が高い評価を維持しているのに対し，女

子はその興味を大きく減少させている。これに対し， A

案は男女とも単元終了まで興味が増加し続けていること

が分かる。このA案， B案の示す傾向は学習意欲の面か

ら見ても同様で、ある。ところで， これらの事実は何を意

味するのであろうか。 A案は課題解決に当たってより演

鐸的な手法を用いた。その学習過程では，一番複雑な現

象を呈している乃木層の学習を最後に行い，それ以前に

学習した法則性を乃木層の形成過程の解明に適用で、きる

ように仕組んである。一方， B奈は課題解決に当たりよ

A零の渇合、

5 一一ー興味

一一意欲
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図－ 6 学習の流れと興味意欲の変化

〈学習平均〉

り帰納的手法を用いた。まず，乃木層の露頭に出かけ，

その観察から生じた疑問を一つずつ解決していくことに

より，乃木層の形成過程を解明できるように仕組んであ

る。従って， B案の学習では問いと答えの聞が非常に長

く，乃木層の解明だけでも 9時間を要した。

野外観察で、強烈な印象を受けた生徒で、も問題解決の手

法から考えて乃木層の形成過程の全体像をつかむまでの

努力は大変なものであると考えられる。従って，最初興

味が芽生えたとしてもやがて消え失せてしまう者も多か

ったと考えられる。また，興味が問題解決の意欲につな

がりかねるのも，解決の見通しが持ちにくいらかだと考

えられる。授業後の感想として，乃木層の学習の結論が

出るまでの時聞が長すぎて疑問点がはっきりしなくなっ

たと述べている生徒が数人いたことからもこのことは裏

付けられる。

以上のことから，課題が生徒の意識や能力をよく見通
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した適度なものであることが生徒の認識や清意を育成す

る上で大変大切であることが結論づけられる。また，こ

のことは，現在起こりつつある現象から一歩一歩過去へ

遡っていき，各段階のイメージを明確にしてし、く手法の

有効性をも証明している。

7. まとめ

以上述べてきた学習プランとその実施について，次の

結論を得ることができた。

1. 一部の生徒がテストとの関わりもあって教科書によ

る学習を主張しているが，大多数が地域素材を用いた学

習に喜びを見出している。

2. 認知面の最低到達目標は，単元終了時には全員到達

できた。

3. 情意についてのの自己評価はプラス傾向を示す者が

多く，マイナス傾向を示す者は極小数である。また，単

元終了後の問題意識が地域性・歴史性を反映した具体的

なものになっている。よって本単元は子供と未知な自然

との出会いがあり，内発的主体的学習が成立したと判断

で、きる。

4. 学習課題は生徒の実態を考慮した適度な困難性を有

し，成就感の生まれるものが良し、。地域の地学的自然の

探究を現在から過去へと一歩一歩遡る手法は課題設定の

方法として有効であった。

(57)-83 

これらの事実は身近な自然として体験できる地域教材

を取り入れた学習プラン「松江の生い立ちを探る」が，

学習者の論理に即しており，しかも豊かな発展性のある

構造を有している一つの根拠と考えて良いであろう。沖

積層及び洪積世段丘層を教材化可能な地域は全国的にも

少なくない。さらに，本論で、試みた教材化の手法を他地

域にも適用し，その有効性を立証していきたい。

参考文献

ブルームほか（渋谷ほか訳〉 (1973）：学習ハンドプッ

ク（上・下〉：第一法規．

町田洋・新井房夫（1979）：大山倉吉軽石層一分布の広

域性と第四紀編年上の意義一：地学雑誌88, 5' 33-

50. 

文部省 (1978）：中学校指導書理科編．

文部省 (1978）：小学校指導書理科編．

岡本修治・木村寧伸・秦明徳 (1987）：島根県内の小中

学校における野外観察学習の現状と課題：島根県立松

江教育センター研究紀要， 61-1, 1-23. 

奥田幾雄・秦 明徳・横路仁朗（1979）：自然をイメー

ジ豊かにとらえ，意欲的に探求する理科学習：島根大

学教育学部附属中学校第25回教育研究発表協議会研究

報告書， 59ー72.

島根県（1982）：島根県地質図．

秦 明徳：探究能力の育成を図る地域自然の教材化の研究一一中学校「大地の変化」の場合一一地学教育 42 

巻， 2号， 73～83. 1989 

」キーワードj 地域自然、の教材化探究学習地形沖積層洪積世段丘層情意

C要旨〕 地域の地学的自然を取り入れた探究学習の在り方を第四紀堆積層の教材化および実験授業を通し追求
した。探究能力とその情意を高める教材化の在り方として次の点が有効であった。①地形から学習を導入

し，学習の方向および生活と地学的自然の関わりを意識化させること。②教材の構造にストーリー性があ

り，追求の楽しさが味わえること。③課題が適度な困難性を有すること。野外観察学習では特にレディネス

に配意ずること。

Akinori HADA: A Study on Teaching about the Geological Environments to Develop the Inquiry 

Abilities.一一Inthe Case of 「Investigatingthe Changing Earthj at Junior High School; Educat. 
Earth Sci吋 42c 2 ), 73～83, 1989 



84-(58) 

昭和63年度評議員会

日時昭和63年7月17日（日〕 16: 00～18: 00 

場所いわき短期大学会議室

出席者 29名，委任状 8名

1.会長挨拶

2.議題

(1) 昭和63年度全国大会運営について

品同 ~恥
ーテ :c; 

総会および全体会において協議する内容について次

のようなことが提案された。

①地方の地学教育の実態とその対処について全体会

で意見を出してもらう。②京都では地学教育の危機

感が強い，アッピールを出してもらいたい。③地学

は創造性を生かした理科教育と云うことで決議文を

出した方がよL、。国民教育としての理科教育が必要

である。理科教育をないがしろにしては駄目であ

る。地学教育もアッピーノレが必要で、ある。宮城県は

高校地学をはずさない様に努力している。総合理科

の課題研究の中でも地学教育を積極的に行う。高校

地学については危機感を持っているのでアッピール

を希望する。④各県で地学の教員の採用を控えてい

る傾向にある。地学の教員を積極的に採用するよう

に要望する必要がある。⑤地学を選択させるために

も，地学の教員の採用を確保させる必要がある。

(2) 次年度以降の全国大会開催について

木村一朗副会長より，第43回大会について次のよ

うな説明が行われた。昭和64年8月21日（月〉～22日

（火〉，巡検は23日（水〉からで2コースを予定してお

り， 1つは1泊2日のものを計画している。会場は

名古屋市教育館を予定している。

北海道をはじめ東北地方などは8月26日から 2学

期が始まるので，全国大会の開催日程の決定にあた

って，この事も考慮してもらたL、ぃ旨の意見があっ

た。また，大会については地元の準備を含めて， 3 

年くらい前に開催地を決めてほしい。大会開催の情

報が不足している。特に地方への案内は十分にして

ほしい旨の意見もだされた。

以上の意、見について，平山会長からは， 65年度の

全国大会はしばらく開催していない近畿地方，まず

開催していない山陰地方や四国地方などを候補して

交渉していきたL、こと，大会開催地の決定は早い方

がよい，これまでに準備期聞が長いと地元の責任者

や委員は，大会のことが頭をはなれず大変だという

〔地学教育

記事

見書、もあるが，決定は早いほどよいと思う。

また，事務局からは，全国大会の案内は，日本教

育新聞・日本教育研究連合会・学会センターなどの

出版物に出している。会誌には前年度の11月号から

次年度の大会に関する記事を出している。学校現場

への連絡通知等は，開催地の実行委員会（長〉の裁量

で，県内や隣接県に案内を出している。地方の研究

団体の事務局に連絡しておかれるとその県下に流れ

る。

本年度の福島県の場合は県下の小・中・高校及び

隣接県の大学の教育学部の地学教室へも案内を出し

たことが柳沢一郎委員長から報告された。

(3) 学術奨励賞について

横尾審査委員長より審査経過の報告があり，新井

豊・丸山巧・加藤尚裕，感覚的な観察能力の指導に

ついて一地層野外観察学習を通して，地学教育，第

40巻，第6号， 183～190頁が学術奨励賞の候補とし

て推薦された。審議の結果承認した。

(4) 役員の選出（読み換え〉について

64・65年度の選挙で新会則の役員定数に合うよう

に是正する。従来の理事を評議員とする。

常務委員会として，会計・行事・会員・編集・研

究・庶務を考えている。

(5) 昭和63年度常務委員会の報告

日本教育研究連合会の教育功労者として本会から

推薦した大沢啓治・柳橋博一・山田純の 3名が教育

功労者として10月に表彰される旨の連絡があった。

(6) 日本学術会議会員について

日本学術会議第14期会員の科学教育部門に藤田宏

氏が選出された。

(7) その他

。会員数 8月15日現在の会費納入の会員数 961名

（内5名外国人会員〉

0支部の件について

地方の活動の活性化を計るため援助が必要で、ある

地学教育学会の地方研究団体の上部団体としての

位置付けとして支部の存在の意味があるが，会費

の納入及び所属支部の変更などに問題がある。

。名簿の件について

名簿を早く出してほしい。県別及び所属別の使い

やすいものを考えてほしい。

〔92ページに続く〕
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特別寄稿

地学教育振興の記録

小林貞一＊

天文学を外延とする「地球の科学」が，我国の理学界

中で現象学としての物理・化学とそして自然史学中の生

物学と地学すなわち地球科学からなる四本立の理科の 1

本として成立したのは日本科学史上の特筆すべき出来事

である。この転換期に関利一郎は，国民教育上における

地学教育の新展開を畢生の仕事とした。 「地学教育の新

しい展開」 1982，東洋館出版社はその産物で，本著は関

の小中学校の地学教育発達史に始まり，その特性と目

的，指導，および教材などが16名の共著者によって執筆

されていて，学校教育上必読の好著である。

この重大転換期に私は1地学者として斯界の振興にか

かわってきた。関はこの聞の小中学校教育史を戦前期（明

治5年以降〉，梨明期（昭和22-26），確立期（27-45)

に分ち，その安定期と今後の課題について所見を述べて

いる。辛にして本地学教育学会中には小委員会ができて

いるので，小中学校教育としての地学教育史の詳細は更

に分明ずるであろう。しかし望月勝海・後関文之助・今

井功その他の日本地学史中では地学教育には殆んど全く

触れられていない。東京地学協会の地学資料調査委員会

の文献集（地学雑誌， 85巻， 1976,92巻， 1983）を通覧すれ

ば明かなように明治以来の日本地学教育に関する文献は

僅少で，これが盲点であることは明白である。私が地学

教育について筆を取ったのは昭和20年頃であるが，その

重要性に鑑みて広く地学教育と研究の振興のために l学

徒として共に歩み続けて来たので，我国の地学教育につ

いて追想してこの転換期の一端をここに記録しておく。

国民教育としての地学教育は明治5年頃から始まった

のであるが，地学者の養成は明治10年に東京に大学がで

きて以来軌道に乗ってきた。現在でも天地人の学として

天文・地文・人文の諸学があり，博物学すなわち自然史

学（NaturalHistory）としては動物・植物・鉱物の諸学

がある。東大では明治40年に地質学科から分かれて鉱物

学科ができたのである。大学創立当初の地質学科の学科

課程を見ると地学関係では金石学（鉱物〉学，石質（岩

石〉学，地質沿革論（地史学〉，表面地質学（土壌学〉，

星学（天文学〉，品像学（結晶学〉などがある。大正13

年に至って地震学に代って地球物理学が現れた。天文台

＊東京大学名誉教授，本会名誉会員

は初め天象台と呼ばれていた（明治16年，東京帝国大学

大観，理学部， 1942 参照）古くは大学の学長を総理，

次いで、総長と呼んでいた。東京地学協会の創立に尽力し

た渡辺洪基は最初の総長で‘あった。この協会名の「地学」

は地質学と地理学を主体としているが英訳は Tokyo

Geographic Societyであり，勿論天文学までは含まれ

ていない。しかし最近の地学教育学会の会誌には天文学

の特輯号が出ている。これに先立って朝倉書店出版の

「地学概論」 2巻の前巻 (1949）には天文学がある。目

黒書店から出た地球の科学創刊号（昭和21年11月発行〉

中には4本立ての自然科学が解説されているが，未だそ

のうちに天文学を含むことは明示されていなかった。明

治時代の博物・地理から大正の過渡期を経て地文・天文

まで、綜合した地学は生物学に対峠する地学へと学的体系

を整えてきたが， これを生物学に較ぶればその年月が浅

い。かつての拙著「地学の特質と教育の方針」地理学，

1942や不振地学の根底を論じた「興亜地学論」地学雑

誌， 56巻， 1号， 1944，そして「地学とは何ぞや」地球

の科学， 1946を省みるとよくもこの短期間に地学教育が

ここまで発展してきたものと私自身驚嘆している。

私の学生・院生時代の大正末・昭和初期には地学教育

の中心は本郷よりもむしろ大塚にあり，そこでは山崎直

方が地理学を，佐藤伝蔵が鉱物学を教授していた。地質

学雑誌を見ると判るように当時は地質鉱物の教師が著し

く不足していたので，同誌上に教員の検定試験の記事が

散見される。しかし，此頃中学校では地質学は鉱物学の末

端に附随し，地文関係は地理学の中で取扱われていた。こ

のような不振地学を大いに慨嘆していたのは東京高等師

範学校の藤本治義であった。大正は地文と鉱物の時代か

ら「地球の科学」としての地学への過渡期で，京大では地

球物理や地球化学を含めた地質学教室建設の第一歩を踏

み出し，地球科学団が結成された。この学団の活動は永続

しなかったが，地質学教室がやがて札幌や福岡の大学に

もで、きた。その後の学校教育では地質や鉱物が物象中に

吸収されて地学者闘では甚だ不評判であった。それ故に

終戦直後には遂に日本学術振興会の中に地学教育の小委

員会ができた。そして昭和21年2月に有志が相集まり，

地学教育振興の意見書を文部省へ提出し，物象科の解消

・地学科の独立を初め，授業時間の増加，地学教員の養
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成，地学教材の充実，および地学専門家の多数養成など

の必要を文部省へ陳’情した。次いで4月3日には地質学

や地理学の学者や文部省の関係者10名が参集して「国民

学校における地学教育の問題」について座談会を催した。

それに続いて 5月12日には「地学と地理の教育問題」の

公開座談会を開催した。そして6月14日には学術振興会

の第93小委員会の研究会を聞き，（1）国民学校・中学校・

師範学校・高等師範学校の地学教育，（2～4）高等学校

と大学地質鉱物学科，専門学校，大学工農両学部の地学

教育，および（5），社会教育その他における地学教育の 5

班を組織して，まず第1班に重点を置き， 3年計画でこ

れを進めることななった。

この頃まで、地学のための普及雑誌が欠けていたが，私

共は同年11月には目黒書店から「地球の科学」を創刊し

た。しかし遺憾ながら同書店は閉店することになった。

本会の「地学教育」は後にこの「地球の科学Jの後継者

として引き継いで続刊されるに至ったので、ある。そして

その母体となる日本地学教育学会も学術振興会の第93小

委員会の解散後に結成されたので、あった。

省、れば昭和21～23年頃は敗戦直後で，日本が最も困窮

していた時期であったのである。当時地質学雑誌は休刊

していたが，科学と教育関係などの雑誌を通じて下記の

如く私は地学教育についての所見を公表することができ

。
た

1946 学童の自然感と師範の地学教育 日本地学教育，

6 : 18-19。

1946 地学教育の革新。座談会 同上 6 : 20← 29。

1946 地学教育の普及とその教育研究会について，大日

本教育 805; 9-110 

1947 高校地学科に対する担当教官の意見，教育界 810

: 30-310 

1947 地学教育の革新，中等教育 3月号， 123-126。

なお地学の意義と本委員会については下記を参照され

Tこし、。

1950 地学と生物学・地史学と郷土科学採集と飼育

12 : 730 

1962 日本地学教育研究会の思い出と将来への私の希

望。地学雑誌 40: 1 

文部省では学制革新委員会ができ，昭和22年3月に教

育基本法・学校基本法が制定されて周年4月から 6・3

・3制が発足した(1947）。そして高等学校では物理・化

学・生物・地学の理科4科目中に地球（宇宙を含む〉の

科学が年来の希望通り独立科目として成立した。この頃

の経過については「地学教育刷新の 5年史J地学教育

32巻， 1979を参照されたい。

この学制改革に伴って生じてきたのは大学の一般教養

としての地学である。この問題に関与して私は下記の諸

論文に所見を述べた。

1949 大学一般教育の地学について，地球の科学 3 : 

104-1220 

1949 科学者発生学の片鱗一地学者の場合。同上， 4 : 

60-660 

1949 大学における一般教育，自然科学部門。地学第1

集物理的科学・生物学的科学，一般教育研究委員

会中間報告，大学基準協会資料 6号， 32-36。

1950 同上，第2中間報告同 6号， 49-660

1951 同上，自然科学部門地学，向上， 28-30。

そして地学教育の一般問題としては，下記の諸論文を

参照されたい。

1946 学童の自然感と師範の地学教育。日本教育 6 : 

18-190 

1963 地学の本質と地学教育地学教育基礎講座 I 

〈ダイヤモンド社） 32ー39。
1963 地学する心を育む。向上 I, 160-166。

斯様にして漸く学制としての地学は四本立の理科のう

ちに独立したので、あるが，関氏が小中学校の地学教育に

対して指摘しているように地学教育上には種々の重要問

題があった。即ち小中学校の教育上では地学に堪能な教

師が非常に少い。その上に天体観測は夜間でなければで

きないし，水圏の地学的実地見学は甚だ困難である。気

象もまた大自然の運行で適当な授業の日時を定めにく

い。地球の科学の本体が屋外にあって，教室や学校内で

はその実体に接触し難い。地質学の場合には野外実習は

特に地学愛好の生徒にのみ可能で、あるが，それも 1人の

教師が指導し得る生徒数には限界がある。その他にも教

育現場では実施上の種々の困難な問題があるであろう。

それらが不振地学のー原因となり，理科4科目中でこれ

を選択する生徒数が他の3科目に比して著しく少ないと

いうのが実状である。また地学に堪能な教師が少く，遂

には地学を看却するような学校さえあるということにな

ったっこれを捨てておけばそれ等が因となり，果となっ

て衰退の一途を辿るであろう。それにも拘らず我国は地

震・火山噴火その他の天災の多い国柄であると同時にそ

の自然は変化に富み面積の狭い国土が多数の国民を養っ

ているのである。その国土の自然に順応する基礎が地学

知識に外ならないのであり，その振興と普及は地学者の

双肩にかかっているのである。

疑問は知識の母で、あり，児童の疑問調査では地学的な

ものが圧倒的多数を占めているのに反して地学を選択す

る生徒が四本立の理科教育中で最低位にあるのは何故で
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あろうか。学校教育上のみならず成人教育あるいは国民

の一般教養としても地学は他国に比して我国では特に地

学知識を必要としている。かつまたその教育資料の豊か

な国土に生活しているのである。日本の知識人の聞に

「趣味の地学」が発達してきたのは大正後期頃からであ

ろう。その頃京大教室に地球学団がで、きたが，残念なが

らこの学団は間もなく解体した。戦前昭和には岩鉱学会

や古生物学会などもで、きた。地震学界と地球物理学界や

天文関係の学界にも古い歴史がある。日本の宇宙と地球

関係諸学界は昭和前期以降相当な発展を遂げてきた。地

域的に見ると地質関係では北陸では金沢，中国地方では

広島，九州では福岡，北海道では札幌などに地方の学会

が相継いでできてきた。そのうちには勿論趣味の地学や

鉱山と関連するものもあった。農業や水産の方面でも明

治初期には地質調査機関で、土性図を作成出版した。昭和

前期まで、東大の農学部や水産学校へ地質学教室から地質

鉱物学の授業に出講していた。

地学中では鉱物学がいち早く精密科学へと展開し，岩

石学もまた岩疑論・変成論などで物理・化学的発展をし

てきた。また地球物理や地球化学の進歩に伴って，地質

調査上に新しい研究方法を取り入れて精密度を高めてき

た。古生物学上で、は近年に至って現生生物学的研究が急

速に進展しつつある。しかし現在の分子生物学と比較す

ると地学は未だそれ程物理学・化学と結びついていな

い。これは過去の長い地質時代に亘る研究対象の然らし

むる所が少くないのではある。しかし地質学は可能な限

り他の理学諸分野との中間領域を協力して開拓せねばな

らない。民衆の地学とL、う立場から見れば我国の自然は

変化に富み地人関係が一入密接である。その勢もあり大

正末から勃興してきた郷土学としての地学は近年に至っ

て相当進歩してきた。

1947 新日本地学の盛上がる力と引揚げる力。鉱物と地

質 1巻， 97-980

1951 地学愛好者の近隣協力。向上 19-20 : 58。

1981 郷土の地学と趣味の地学其 1, 2。地学教育

34, 53-55, 87-93。

1981 金生山，その文化と自然一趣味の郷土誌と地学

向上。 35, 8。

1986 郷土地学の近著雑賛。同上。 39, 119-123。

1987 北陸の地学と地学人についての新感旧想 自然と

社会。 53号， 44-47。

1988 趣味の地学地学教育 41巻 6号， 257-259。

上記の数篇を通じて私は， Heimatkundeとしての地

学と地学者の発生・発展についても述べてきた。我国の

地学教育と多少の関りをもって歩んできた戦前昭和の後

(61)-87 

期からほぼ半世紀を経過した昨今，私は我国の地学教育

史を省みて地理学と博物学中の天文，地文， そして鉱

物，地質の理科教育は，終戦前後を転機として，宇宙を

外延とする「地球の科学」，すなわち今日の地学教育へと

発展してきたので、あるが，これを理科科目中の他の3科

目，また自然史としての地学を生物学と比較するならば

現在の地学教育は他の学科には見られない幾多の著しい

変遷を経過しながら発展をしてきたので、あった。これを

学史上からあるいは教育学上から見るならぽ著しい特色

のある極めて興味の深いテーマであり，これまで殆んど

手付かずで放置されてきたかのように見える学問上の盲

点である。それ故その足跡の記録を残しておくべきこと

も考えあわせて弦に執筆したので、あるが，上記の如く種

々の六ケ敷い問題が浮び上ってくる。その反省は教養と

教育とし、ぅ分野のみならず，地学そのものの内容や研究

上で，また他の理科3科目との重復分野や中間領域の調

和と連結そして見逃していた新分野の開拓などに対して

も貴重な示唆を支えてくれるであろう。

1948 学びの喜び，生活教育研究，第3集， 3-17。成

区小学教育研究所。

1948 自然感の衝動と科学教育の地学，科学と教育2: 

23-34。

地学教育に限らず他の科目の場合でもその授業上で技

巧の研究が必要なことは言うまでもないが，何れの学問

でも先生自身の学究は生徒に強い感動を支えるものであ

り，学びの喜びから生徒が自主的研究を試みようとする

ことが少くないのである。

尚，地学教育に関して本誌中で下記の 5題目について

私は既に記述したので、参照されたい。

1979 地学教育刷新の 5年史。地学教育 32巻， 137ー

146。
1982 旧制高校とその地質鉱物担当教授。向上。 35:89 

-94。
1983 中国の地学教育と地質学史。同上。 36: 51-55 

1985 初期の大学地質学科，前後。同上。 38:29-32, 

39-480 

1985 大正一昭和初期の大学地質学教室一特に地史古生

物学について，向上。 38, 105-1180 

摺筆に当って附言する。

1. 東京天文台は昭和63年7月に国立天文台に移行し

た。そして東大ではそのあとに天文学教育研究センター

が発足した（東大理学部広報 20巻 3号昭63）。

2. 花井哲郎は古生物学・地史学等を含む自然史学の

研究・考察についての過程・意義，その教科書や博物館

および教育について下記の論文に興味深い記述をしてい
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る。底なし三角形一自然史科学教育私見一大阪学院大学 北京大学地質学教室と愛知教育大学地学教室について。

通信 19巻 9号，昭63, 12月。 名古屋地学 50号（昭和63）。

3. 速水 格：古生物学の専門教育，化石 45号， 45 6. 一一一：中園地質大学への改組，地質学雑誌 94

-48, 1988。（3）。

4. 向上：化石の魅力，趣味と研究。 UPS, 1989, 7. 拙著，化石を弄石的興味の対象とせず，化石の友

196号， 21ー24，東京大学出版会。 8. (1973）：東海化石趣味の会。

5. 酒井栄吾：「名古屋地学」 50号に寄せて一特に
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官君主主室主語芸~~：~奈さいわき大会報告

大会テーマ 「郷土の自然、に学ぼう」

主催日本地学教育学会

共催平地学同好会福島県地学研究会

後援文部省福島県教育委員会いわき市教育委員

会福島県高等学校教育研究会理科部会福島

県中学校教育研究会福島県小学校教育研究会

いわき市中学校教育研究会 いわき市小学校教

育研究会福島県高等学校長協会福島県中学

校長会福島県小学校長会いわき市中学校長

会いわき市小学校長会全国連合小学校長会

全日本中学校長会全国高等学校長協会 日本

私立中学高等学校連合会財団法人日本教育研

究連合会 日本理科教育協会いわき市石炭・

化石館 昌平聾学園いわき短期大学

期日昭和63年8月17日（水〉～20日（士〉

会場昌平費学園いわき短期大学

福島県いわき市平鎌田字寿金沢37

日程第1日8月17日（水〉プレ見学会

14: 00～17: 00 L、わき市石炭・化石館

第2日 8月18日（木〉研究大会

9: 00～10: 00 受付

10: 00～10: 30 開会式

10: 30～11: 50 講演

13: 00～16: 00 全体会

16: 00～17: 00 講演

18: 00～20: 00 懇親会

第3日 8月19日（金〉研究大会

9: 00～ 9: 30 受付

9: 30～12: 10 分科会

13: 10～15 : 15 分科会

15: 20～16: 00 全体会

16 : 00～16: 20 閉会式

第4日 8月20日（土〉見学・巡検会

Aコース：京電原子力発電所・あぶくま；町三

七、

Bコース：フタパスズキリュウ化石産地，双

葉白亜系の化石，八茎鉱山の鉱物

採集ほか

Cコース： L、わき市石炭・化石館

参加者参加者 220名，主催関係者数 50名

大会第1日

プレ見学会： L、わき市石炭・化石館

参加者 62名。それぞれの展示について同館の専門委

員が案内した。

大会第2日

記念講演，研究発表〈全体会〉

講演「日本における恐竜や首長竜などについて」

横浜国立大学教授長谷川善和

いわき地方で新しく発見された草食恐竜化石の発見に

ついても言及されたため，新聞記事でもとりあげられて

大きな関心をよんだ。日本の恐竜化石全般について解説

された。

全体会（13: 00～16 : 00) 

前半は，学習指導要領の改善についての研究・討議を

行なった。小学校「理科・生活科」，中学校「理科」，高

等学校「地学」の内容についての解説を，遠西昭寿・下

野洋・橋本雅己・榊原雄太郎・平山勝美ほかの指導要領

改善に関する協力者にお願いし，質疑応答した。

後半は，小・中・高校全体に関係する研究発表，情報

科学としての気象教育，地学分野における指導法開発の

基礎的研究グループから 3件，常磐炭田の貝化石の発表

があった。

講演「化石の宝庫，いわきの大地」

いわき短期大学副学長柳沢一郎

いわき地方の地質の概要の解説があり，いわき地方で

発見された重要な化石について，発抑，研究過程および

その怠義などについて講述された。

大会第3日

研究大会 研究発表（分科会・全体会〕

分科会（9:30～12 : 00, 13 : 00～15 : 15) 

高等学校分科会は11件，中学校分科会は9件，小学校

部会は5件の発表があったが，各分科会とも地域の自然

を効果的に教材化する試みについてのもの，指導法や教

材開発に関する発表にも優れたものが多かった。

全体会 (15: 20～16 : 00) 

17日の評議員会および18日の全体会において多くの会

員からご意見のあった新教育課程への学会としての対応

について討議した。時聞が限られているので，あらかじ

め本部委員が検討し作成した「高等学校の新教育課程の

正常な実施についての要望書（案〉」を紹介し，意見を伺

ったのち，一部修正追加して関係筋へ要望することを全

会一致で採択した。

要望書は9月の常務委員会で検討し 10月7日付で文

部省へ会長，副会長が出向き要望した。また， 11月には



90-(64) 

都道府県教育委員会などに要望書を送付した。

要望書は，地学教育41巻6号261ページに掲載。

閉会式

次年度の大会開催地，愛知教育大学教授木村一朗大

会準備委員長のご挨拶があり研究大会は終了した。

第3日 8月20日 見学・巡検

見学・巡検 Aコース

参加者 12名。

案内者：高橋紀信・佐藤勇児・富田明推

巡検場所及内容

(1) 福島県原子力センター

ア マルチピジョンによる映写説明

環境放射能の監視体制

原子力発電のはなし

イ 所内案内

テレメータ一室

データ表示盤

環境試料の分析測定

分析室：試料の濃縮及び灰化

機器室：全ベータ放射能測定， トリチウム濃

度測定，放射性核種濃度測定

(2) 東京電力福島第一原子力発電所

ア 発電所の設置経過説明

イ 発電所の概要説明

ウ 放射性廃棄物の処理について説明

エ発電所構内案内

展望台より原子炉建屋

放射性廃棄物貯蔵庫

放射性廃棄物処理建屋

3000 t岸壁，冷却水取水口

放射性廃棄物貯蔵庫

オ構外展望台

福島第一原子力発電所遠望

福島県栽培漁業センター

(3）東京電力エネルギー館

(4) あぶくま洞

16 : 30 J R郡山駅にて解散。

見学・巡検 Bコース

八茎鉱山見学と鉱物採集，フタパスズキ竜の化石産地

見学と白亜系の化石採集。

参加者 63名，案内者 6名（パス 2台〉

1) 前日同様朝方，雨が降ったが，出発時刻頃は雨も上

り，乗車パスは必ずしも指定通りとはいかなかった

が， 8時35分には東急イシ前を発車，いわき短大入り

〔地学教育

口で， 3名を乗せて，一路八茎鉱山株式会社に向か

う。 9時15分着，社長さんはじめ社員の方々のお出迎

えを受ける。

木原英昭社長が鉱山の歴史，事業内容（スカノレン鉱

床の形態，タングステン鉱：灰重石の採掘と選鉱，サ

ブレベルストーピング法による石灰岩の採掘及びその

利用，採掘跡のフライアッシュによる水力充填， U字

溝製造， コングリート，アスファノレト用骨材の砕石な

ど〉，運搬坑道（320mL, 230m L, SOm L）などに

ついて話された。

宮本部長，松岡課長他5名の社員各位のご案内と永

田の採集上のポイントを聴いて鉱物採集に入る。

採集を続げながら徐々に下に降りて， 230mL の通

洞入り口に至り，課長より鉱石落し口とそのメカニズ

ムの説明を受け，通洞口で：は自然通気の冷風を肌で感

じて，鉱石の展示室に戻る。

予め用意してくれた2台のミネラライトで採集鉱物

を照射して貰い，灰重石の所在を確認して歓喜した会

員もおり，係としても安堵した。ただし，採集に入る

前に標本を見せてくれれば良かったのに，との声もあ

り，まさに然りと率直に反省し， 10時40分皆さんに送

られて山を下りた。

2) 予定通り同社砕石事務所前つまり Gz沢入り口から

車速を落し，高倉山層群について， 1号車は根本が，

2号車は有坂が説明するc 1号車では此処に至るま

で，稲森先生のアドパイスで，榊原先生からミネララ

イトについて講義を聴くことがで、きた。第三紀層に入

ってからは，平山会長から係の足りないところを補っ

て戴き， 11日寺25分上谷地に着き，予定の現場に赴く。

鈴木千里が前もって設営してくれた。

3) 天気に恵まれたので，根本が現地で，双葉層群の概

況を説明する。バスの中で昼食を摂る予定であった

が，衆議一決これを変更し，古内他1名にそこまで弁

当を運んでいただき，その場で摂る。食後休む間もな

く化石採集にとりかかる。

イノセラムス，ルシナ，アピオトリゴニア，アンモ

ナイトの螺環の一部，それに小さいながら脊椎動物の

歯と思われるものも採集され，初期の目的を概ね達成

することが出来た。後片づけをし，予定通り乗車帰途

につく。雨降り始める。

4) フタパスズキリュウ発掘地に予定通り着き，一旦停

車する。ここで下車して，入間沢まで歩く予定であっ

たが，雨がかなり降るので薦賭する。 1' 2号車問で

連絡をとり合い，会員の皆さんのニーズを読み，出来

るかぎり入間沢に近い所でパスを降り相合傘でもよい



から，せめて双葉層群と白水層群との不整合だけでも

見ょうと決した。

橋と大久川の岸辺に立って，幸運にも会長さんから
不整合と此の地方の漸新統の基底際岩・層について御説
明戴けた。更に天は我々に味方し，雨は上がった内橋
上よりフタパスズキリュウ産出地を望見し，第二の産
出地に向かう。雨上りの農遣は決してよくはないが，
護岸工事のされた入間沢に出る。

フタパスズキリュウ第2号標本採集地及び河床面を
除き，きれいに護岸工事はなされ，足場は良いが，河
床に降りるには高すぎるし下流の橋を渡って対岸に
出るには雨上りのプッシュはかなり妨げになるので，
こちら側に立って経過を説明するに留めた。語りあい

ながらパスに戻る。

5. 雨のため，予定の 1時間内に切りあげたので，予定
より早めに帰途につく。途中パスのガイドさんの当地
方の紹介や，担当者から，今日の巡検のまとめ等があ
り，会長さんはじめ諸先生から有難い謝辞を頂戴し，
恐縮しているうちに短大前に着き，先に此処で乗られ
た方々が降りられた。交通事情と安全確保上，平！駅前
を通り東急イン前に16時35分頃到着，高木事務局長が

迎え無事本月の日程を

終了し，解散する。

天運と会員の諸先生

のご協力に深謝の意を

こめ報告といたしま

す。

（昭和63年8月28日

文責根本守〉
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見学会 Cコース
いわき石炭・化石館

参加者若干名，参加予定者が少なかったため各自自

由に見学していただいた。

地学教育〕

対岸に双葉白亜系と古第三系の不整合面が露出す
る。この右方（下流）がフタパスズキリュウ化石

産出地。
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〔84ページからの続き〕

。中国巡検について

長谷川善和評議員より 7月に横浜国大で行った学

術研究調査の結果について紹介があった。中国国

際旅行社を利用した。蘭州大学に世話になり準備

に1年かかった。香港経由がよい。列車の方が予

定の時間通りに動き安全である。 20日間で25万円

くらいであった。蘭州地域の古い地層，桂林のカ

ルスト地形，黄土，吐魯番などを巡検した。

第3固常務委員会

日時昭和63年9月19日（月〉，午後6時～8時

場所日本教育研究連合会小会議室

出席者大沢啓治常務理事長平山勝美会長小林学副

会長岡村三郎事務局長石井醇買手屋仁

榊原雄太郎佐藤文男下野洋須藤和人横

尾治ーの各常務委員

議題

1. 昭和63年度全国大会の件

大会に関する会計報告書が大会事務局より本部に届

いた。

有料参加者 220名（役員 50名〉

2.教育課程改善に関する要望書の件

全国大会でIHされた諸志見について整理し，文案の

骨子について議論し，最終の文章については小林副会

長が取りまとめ，平山会長と共に文部省の関係部局に

提出し，また関係学会等にも送付することとした。

3.入会者の件

昭和63年度（昭和63年7月19日～9月19日〉の入会

者として，次ぎの 7名を承認した。

高橋典嗣明星大学地学研究室

寺林民子愛知県知多郡武豊町富貴小学校

池本博可広島市立沼田高等学校

小野くらら いわき市立草野小学校

山本 豊福井県立三国高等学校

溝口孝二福岡県立大里高等学校

松本俊雄広島大学理学部地質鉱物学教室

4. 常置委員会委員選出の件

本部事務局に一任した

5.その他

報告

1. 日本教育研究連合会総会の件

10月14日，国立教育会館で総会が開催されるので出

席の依頼があった。なお，教育功労者の表彰も行われ

る。

〔地学教育

2.研連委員について

学術会議藤田宏会員から科学教育研究連絡委員の推

薦について依頼があり，本会からは平山会長を委員に

推薦した。

3‘寄贈及び交換図書

寄贈及び交換図書として昭和田年7月19日～9月19

日に次ぎの11件があった。

63. 7.21 理科教育研究 27巻4号

千葉県総合教育センタ－

63. 7.25 理科の教育 8月号 日本理科教育学会

63. 8. 1 新地理 36巻1号 日本地理教育学会

63. 8. 1 地域研究 29巻1号 立正地理学会

63. 8. 8 香川県高等学校教育研究会誌第24号

香川県高等学校教育研究理科部会

63. 8. 11 地質ニュース 7月号 地質調査所

63. 8. 15 地学研究第37巻， 7～9合併号

日本地学研究会

63. 8.27 理科の教育 9月号 日本理科教育学会

63. 9. 2 地質ニュース 8月号 地質調査所

63. 9. 9 郷土と科学 No.99 

北海道教育大学札幌郷土と科学編集委員会

63. 9. 9 教育文献資料集1986・1987

日本教育情報学会

第4回常務委員会

日時昭和63年11月28日（月〉，午後6時～8時

場所日本教育研究連合会小会議室

出席者大沢啓治常務理事長平山勝美会長岡村三郎

事務局長石井醇買手屋仁木下邦太朗熊

谷勝仁榊原雄太郎須藤和人渡嘉敷哲茂

木秀二の各常務委員

議題

1.昭和64年度全国大会の件

愛知大会について，大会と総会との関係について意

見が出されたc 今後，日程をつめる段階で検討するこ

とtこしTこ。

2. 昭和65年度以降の全国大会の件

昭和65年度全国大会については，会長と副会長で候

補地について検討し交渉する予定であることが報告さ

れた。

3. 入会者・退会者の件

昭和63年度（昭和63年9月20日～11月28日〉の入会

者として，次ぎの5名を承認した。

高橋 浮茨城県立岩井高等学校

小品郁生国立科学博物館
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藤田 宏広i~：J大学理学部地質鉱物学教室 に陳情にいく，都合がつけば会長が同行する。
牒 秀彦駿台学園高等学校 4. 日本理科教育協会から，「理科」の編集委員の選出
直井正文埼玉県立岩槻北陵高等学校 について依頼があったので，東京都地学教育研究会に
4. 役員の選出の件 選出方を依頼することにした。
役員の改選が新会則で完全に実施されるまでには2 5. 寄贈及び交換図書

年が必要である。 寄贈及び交換図書として，昭和63年9月20日～11月
新会期では役員が投票によって選出されるので，そ 28日に次ぎの 9件があった。
の周知徹底を計る必要があるので，会員個人当てに投 63. 9.21 理科教育研究 27巻5号
票用祇を送付するとともに，会誌「地学教育」にも掲

載することを了承した。

報告

1. 教育課程改善に関する要望書の件

全国の都道府県教育委員会および10政令都市の教育

委員会に要望書を発送した。本会の評議員にも連絡し

て，要望書についての説明をお願いした。

2. 日本教育研究連合会から指導要領の改訂に関する趣

旨説明会に出席の依頼があった。

3. 12月14日理振法関係の予算獲得のため，文教委員会

会員の皆様へお願い

本年は，学会のより一層の発展，地学教育の振興をは

かるため，新会員の募集に力をいれていきたいと考えて

おります。会員各位におかれましでも，志を同じくする

研究者・先生方に入会を勧誘していただきたくよろしく

お願いいたします。去買弘法会ゑ頻烹受賞現主主会申

込書を付しました。

昨秋，高校の新教育課程理科についての要望書を関係

方面に送付いたしましたが，現在，高校地学の開講数が

少なく，担当教員の採用も少なくなり，憂慮する状態で

あることが指摘されています。新しい教育課程では体験

千葉県総合教育センター

63. 9.21 研究紀要 29巻 1号 日本理科教育学会

28 地質ニュース 9月号 地質調査所

10. 4 理科の教育 10月号 日本理科教育学会

28 理科の教育 11月号 日本理科教育学会

11. 7 地質ニュース 10月号 地質調査所

17 新地理 36巻 2号 日本地理教育学会

24 理科教育研究 27巻 6号

千葉県総合教育センター

28 理科の教育 12月号 日本理科教育学会

的・探求的な学習を重視し，地学的な事物・現象や地学

の応用，自然災害などについての理解を深める。一方で

は，地学の基本的概念を系統的に理解させ自然観を育て

ることも重要な目標となっています。中学校の理科にお

いても，天体観察を通して地球の特徴を，気象の観察・

観測を通して天気変化についての知識を，身近かな地形

や地層・岩石などの観察を通して大地の変動や地表変化

を，それぞれ扱うことになっていて，地学的内容は重要

な部分を占めています。小学校の理科についても同様

で，地学が内容とする知識，自然に対する見方や考え方

は大切な国民的な教養と考えます。地学教育の発展のた

めご協力のほどお願い申し上げます。



日本地学教育学会概要

日本地学教育学会は，地学教育の振興および地学の普

及をはかることを目的として1948c昭23）年5月に日本
地学教育研究会として創立され， 1961c昭36）年，名称
を学会と改め現在にいたっております。

沿革

1946 c昭和21)年春，日本学術振興会に「地学教育研
究小委員会」が設置され．新制高校における地学教育の

実状調査，生徒の自然観の調査などが実施されたが，昭

和23年にいたり小委員会の継続が困難となったため，こ

れにかわる研究機関として本会は発足しました。

おもな事業活動

① 機関誌「地学教育」の年6回発行。 42巻1号（通巻

第198号〉まで発行。（毎号32～36頁〉

② 全国地学教育研究大会・全国大会を年1回開催。講

演，シシポジウム，小中高校分科会（研究発表および

研究討議〉，野外巡検・見学会など。日本各地で開催。

③事務総会の開催年1回。

④ 海外巡検，見学旅行，講演会など随時開催。

⑤ 地学教育に関する調査研究，情報・資料の収集。

⑥ 全国の地学関係の諸国体との交流。

⑦ 研究の奨励および業績の表彰

会員の特典と会費

会費は年額4,000円。

会員の内訳は，小学校103名，中学校132名，高等学校

450名，大学124名，教育研究機関など194名（昭和63年

度当初〉となっています。

① 「地学教育」の無料配布。同誌には会員であれば誰

でも投稿することができ，毎号，小中高校の現場の先

生方から寄せられた地学教育に関する実践や研究報告

が掲載されています。 〔地学教育は，教育研究団体の

事業費等の補助金を受けて発行しており，本年度は

113万円交付されました。〕

② 研究大会での研究発表，本会が開催する各種の行事

への参加。

③総会における議決権の行使，役員選挙における選挙

権および被選挙権の行使。

入会申込書に必要事項を記入の上，下記の学会事務局

まで送付下さい。

184 東京都小金井市貫井北町4～1～1

東京学芸大学地学教室内

日本地学教育学会

0423-25-2111（内）2675,2681

振替口座東京 6-86783

日本地学教育学会入会申込書

日本地学教育学会に正会員として入会を申し込みします。

フリガナ

氏名

寸ー

現住所

年 月 日

生年 I 1 g 年

管 番

勤｜住所 T 

務｜名称

先｜電話｜ 一 一台二二 号

1理科全般天文気象海洋一般地質岩石鉱物化石地史地球物理，その他

専攻分野！

｜研究中のテーマ；

送誌先：自宅 勤務先（し、ずれかをOで囲む〉 紹介者（ 〉



1989年度日本地学教育学会役員選挙（告示〉

1989年～1991年度（任期3年）の評議員および1989年

～1990年度〈任期2年）の監事の選挙を，次の要項で行

いますから，ご投票下さい。

1. 今回は，評議員8名・監事1名の改選を行います。

2. 投票は，同封の投票用紙（ハガキ）を使用し，無記

名で行います。

3.評議員8名・監事1名を選び，同封の投票用紙（ハ

ガキ）に記載されている候補者氏名の左欄にO印をつ
けて下さい。

なお，候補者以外の方に投票されるときは，余白に

候補者氏名を書き，氏名の左欄にO印をつけて下さ
L、。

4.評議員候補者氏名の左欄のO印の総数が8を越えた
ときは，その投票は無効になります。 8に満たないと

きは，その投票は有効です。（監事候補者氏名の左欄

のO印数を除く〉

5.評議員は，下記の地区別毎に有効得票数の最も多い

方から，定数を満たすまで選びます。なお，得票同点

者が2名以上あるときは，選挙管理委員会のもとで，

厳正抽選をして当選者を決めます。（旧会則から新会

則に移行措置をとりますので，地区によっては次点者

を1989年～1990年度（任期2年）の評議員に選出いた

します。〉

〔改選数〕北海道・東北地区： 1名，関東（東京）地

区： 3名，中部地区： 3名，近畿地区： 1名，中国・

四国地区： 1名，九州・沖縄地区： 1名。

6. 監事は，有効投票数の最も多い方を1名選出いたし

ます。

7. 同封の投票用紙（ハガキ）の評議員候補者氏名欄の

下に， 0印をつけた数を記入して下さい。（監事候補

者氏名の左欄のO印を除く〉
8.投票は，同封の投票用紙（ハガキ〉を使用し無記名

で， 1989年3月31日（必着）までに本部事務局に郵送

して下さし、。

9.本会印のない投票用紙（ハガキ〉は，無効です。

10. 1989年度評議員の任期のある方は，下記の通りで

す。この方への投票は無効となります。

北海道・東北地区：武山室崇，吉田三郎；関東（東

京〉地区：新井房夫， 高瀬一男，矢島敏彦， 平野弘

道；中部地区：高畠好雄；近畿地区：山際延夫，小倉

義雄；中国・四国地区：吉村典久；九州・沖縄地区：

田村実，古家修。

〔会長指名〕藤田郁男，栗原謙二，木下邦太郎，品頁

陸，新城井，須藤和人，長谷川善和，増田和彦，茂

木秀二，買手屋仁，岡村三郎，石井醇，榊原雄太

郎，本間久英，仲井豊，遠西昭寿。

上記の告示文，投票用紙（ハガキ）は別使にてすでに送付いたしてあります。

1989年度日本地学教育学会総会開催通知

下記により， 1989年度の総会を開催いたします。よろ 研究集会のご案内

しくご出席下さいますよう，ご案内いたします。 総会終了後，平成元年3月15日に告示されました小学

なお，ご欠席の方は，委任状〈ハガキ〉にご署名，捺 校・中学校・高等学校の学習指導要項についての解説・

印の上， 1989年4月10日までに，本部事務局に郵送して 研究の会を開催いたします。

下さい。

記

1. 日時 1989年4月15日（土）午後2時～

2.場所国立教育会館 502会議室

3.議題①昭和63年度事業報告

②昭和63年度決算報告

③ 1989年度 事業計画く案）

④ 1989年度 予算（案）

⑤役員改選

⑥ その他

会場は，総会の会場と同じです。多数会員の方の，参

加を望みます。

なお，研究集会は午後5時までに終了いたします。

お詫び：本誌に掲載の原著論文「中山勝博：プラネタリウム製作の指導」については，その掲載が大変通くな

り，著者にご迷惑かけました。今後，査読編集期間を短縮するよう努力いたしたし、と思っております。 編集係
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